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市民のスムーズな窓口利用に 発券器導入 
　利用が多い窓口の混雑を解消するため、市役所
本館１階の市民課と保険課に、発券器と番号表示
器を設置しました。番号順にお呼びすることで順
番待ちをスムーズにし、利用しやすい窓口へ改善。
また、窓口案内係の配置やプライバシーを保護す
る仕切り板を設置し、高さの低いカウンターを増
設しました。 

丸亀城石垣で訓練 
　自衛隊善通寺駐屯地の第14旅
団レンジャー隊と四国管区警察局
が、丸亀城で合同訓練を行いまし
た。見物の市民らが見守る中、隊
員ら45人は高さ20襷の石垣でロ
ープを使って昇り降り。けが人の
搬送を想定した降下訓練では、体
のさばき方だけでなく、患者の励
まし方なども重要とあって、上官
から厳しい声が響いていました。 

太陽光発電でエコ庁舎 
新消防庁舎完成 
　消防本部の新庁舎竣工式が行われ
ました。災害対策本部や北消防署の
機能を備え、太陽光発電や自然採光
を利用するなど、環境にも配慮して
います。消防職員や消防団員ら約
100人が新庁舎完成を祝いました。
式の後、新井市長は「新庁舎は地域
防災の要。連携して市民の安全を守
ってほしい」と話していました。 
（8詆に関連記事） 

アートの島、直島に「うちわ屋」オープン 
　「瀬戸内国際芸術祭」（7月19日～10月31日）が開か
れる直島に、県うちわ協同組合連合会が市外で初めての
アンテナショップ「丸亀うちわ屋」を開設しました。木
造平屋建ての趣ある店内では、約100種類500本のう
ちわの展示即売や製作実演をし、丸亀うちわの魅力を世
界にＰＲしています。開設式では、関係者がテープカッ
トし、オープンを祝いました。 
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川西自主防災会 
が総務大臣賞 
　地域防災力の向上
に積極的に取り組む
自治体や防災組織を
表彰する「第14回防
災まちづくり大賞」
で、川西地区自主防災会が一般部門の最優秀に当たる総務大臣賞に選ば
れました。同防災会は12～74歳の85人で構成。地域住民と連携した
防災対策を推進し、小中学校での合同訓練や防災マップ作りなど幅広い
活動が評価されました。 
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ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

　
昨
年
11
月
、
県
警
が
示
し
た
丸
亀
、

善
通
寺
両
署
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

中
讃
地
域
の
安
全
・
安
心
の
基
盤
作

り
の
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
拠

点
警
察
署
の
新
設
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。 

　
本
市
は
合
併
か
ら
５
年
の
歳
月
が

た
ち
ま
し
た
。向
か
う
針
路
に
は
、さ

ら
に
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。平
成
22
年
度
が
、次
な
る
ス

テ
ー
ジ
へ
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
よ

う
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
、苦
し
い

時
こ
そ
「
笑
顔
」
を
持
っ
て
、「
丸
亀

の
元
気
」
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

『丸亀丸亀の元気元気』を発信発信 
新ステージへ第一歩第一歩 

『丸亀の元気』を発信 
新ステージへ第一歩 
市民目線で全力投球 市民目線で全力投球 

ま 
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平
成
２２
年
度
予
算 

安
心
・
安
全
の
基
盤
づ
く
り
を
展
開 
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一
般
財
源
の
柱
と
な
る
市
税
、
地

方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
お
よ
び
各

種
交
付
金
、臨
時
財
政
対
策
債
は
、総

額
２
４
０
億
４
４
０
０
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
と
比
べ
６
５
０
０
万

円
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
市
税
は
、
景
気
悪
化
の
影
響
に
よ

り
前
年
度
と
比
べ
４
億
６
６
０
０
万

円
、
率
で
３
・
４
％
減
少
す
る
見
通

し
で
す
。 

　
地
方
交
付
税
は
、
国
の
雇
用
対
策

や
地
域
資
源
を
活
用
す
る
「
地
域
活

性
化
・
雇
用
等
臨
時
特
例
費
」
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
４
億
９
０

０
０
万
円
、
７
・
９
％
の
大
幅
な
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

　
諸
収
入
の
う
ち
、
競
艇
事
業
か
ら

前
年
と
同
額
の
１
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。 

　
市
債
は
、
学
校
教
育
施
設
の
耐
震

化
事
業
な
ど
に
合
併
特
例
債
を
活
用

し
ま
す
。
地
方
交
付
税
の
財
源
不
足

を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
と
し
て
７

億
円
、
46
・
４
％
と
大
幅
な
増
加
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。 

   

　
義
務
的
経
費
は
、歳
出
全
体
の
50
・

２
％
を
占
め
、
前
年
度
と
比
べ
15
億

２
９
０
０
万
円
、
８
・
６
％
の
増
加

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
人
件
費
は
、
定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
く
職
員
数
の
削
減
に
よ
り
前
年

度
と
比
べ
２
億
２
４
０
０
万
円
、２
・

８
％
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
扶
助
費
は
、
社
会
保
障
に
係
る
経

費
と
し
て
、
扶
助
対
象
者
の
自
然
増

や
制
度
の
拡
充
な
ど
で
毎
年
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
新
年
度
で
は
、

景
気
の
悪
化
に
よ
る
生
活
保
護
費
の

増
加
や
従
来
の
児
童
手
当
に
併
せ
て

新
た
に
子
ど
も
手
当
が
給
付
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
15
億
９
１
０
０
万
円
、

25
・
７
％
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
公
債
費
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
進

め
て
い
る
合
併
特
例
債
活
用
事
業
の

元
金
の
償
還
が
21
年
度
か
ら
始
ま
り
、

今
年
度
は
前
年
度
と
比
べ
１
億
６
２

０
０
万
円
、
４
・
６
％
増
加
し
ま
す
。 

　
物
件
費
は
、
消
防
庁
舎
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
な
ど
施
設
の
維
持
管
理

費
が
増
え
る
こ
と
や
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
調
理
業
務
の
民
間
委
託
な
ど

の
推
進
で
、
前
年
度
と
比
べ
３
億
９

０
０
０
万
円
、
８
・
１
％
増
加
に
な

り
ま
す
。 

　
補
助
費
等
は
、
事
業
や
補
助
金
の

再
度
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
み
、

前
年
度
と
比
べ
１
６
０
０
万
円
、０
・

４
％
減
少
し
ま
す
。 

　
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
社
会

保
障
関
連
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
や
介
護
保
険
特
別
会
計
な
ど
が
大

幅
に
増
加
し
た
た
め
、
全
体
と
し
て

前
年
度
と
比
べ
２
億
８
０
０
万
円
、

７
・
０
％
増
加
し
ま
す
。 

　
投
資
的
経
費
は
大
型
継
続
事
業
の

終
了
で
、
前
年
度
と
比
べ
32
億
６
２

０
０
万
円
、35
・
７
％
減
少
し
ま
す
。 

　
主
な
事
業
と
し
て
、
中
津
土
器
線

４
車
線
化
▽
東
汐
入
川
埋
立
地
区
整

備
▽
城
南
・
塩
屋
保
育
所
の
改
築
▽

小
中
学
校
や
幼
稚
園
、
市
民
体
育
館

の
耐
震
補
強
▽
２
か
年
で
の
備
讃
フ

ェ
リ
ー
新
造
船
建
設
費
―
―
な
ど
で
、

投
資
的
経
費
の
総
額
は
、
58
億
８
８

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支

比
率
は
95
・
０
％
で
、
前
年
度
と
比

べ
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。 

   

　
特
別
会
計
は
、
医
療
給
付
費
の
増

加
で
社
会
保
障
関
係
の
増
加
が
続
く

中
、
経
費
の
圧
縮
や
徹
底
し
た
事
業

の
見
直
し
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

８
億
２
３
０
０
万
円
、
３
・
６
％
減

少
し
、
総
額
で
２
２
２
億
５
０
０
０

万
円
に
な
り
ま
す
。 

　
競
艇
事
業
会
計
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
か
ら
開
始
し
た
ナ
イ
タ
ー
レ
ー

ス
が
順
調
で
あ
り
、
７
月
に
は
Ｓ
Ｇ

レ
ー
ス
「
オ
ー
シ
ャ
ン
カ
ッ
プ
」
が

開
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
来
場
者
に
快

適
な
空
間
を
提
供
す
る
た
め
、
施
設

改
善
に
も
着
手
し
ま
す
。 

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
安
全
・
安

心
な
基
盤
づ
く
り
と
し
て
前
年
度
に

引
き
続
き
、
老
朽
管
の
更
新
事
業
、

水
質
向
上
に
向
け
た
各
浄
水
場
の
改

修
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　
平
成
２２
年
度
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
3
8
6
億
円
で
、
消
防
庁
舎
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
大
型
事
業
の
終
了
に
伴
い
、
前
年
度
と

比
べ
１２
億
円
、
率
で
3
・
0
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
市
税
の
減
収
な
ど
厳

し
い
歳
入
環
境
で
す
が
、
子
ど
も
手
当
の
新
設
な
ど
国
の
施
策
に
加
え
、

市
独
自
の
子
育
て
支
援
策
や
小
中
一
貫
教
育
推
進
事
業
な
ど
将
来
に
向
け

た
新
し
い
施
策
を
盛
り
込
み
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
基
盤
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
る
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

歳
　
入 

歳
　
出 

特
別
会
計
な
ど 

平成22年度の主な新規・継続事業 
◆環境保全啓発事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　つる性植物の種を配布し、地球の温暖化防止に役立つ「緑のカーテン」作り 
　の支援・ＰＲなど 

◆防犯灯ＬＥＤ化推進事業（新）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　新設や電球交換時に、電球を発光ダイオード（ＬＥＤ）化 

◆こんぴら湊―丸亀街道ゾーン整備事業（新）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　丸亀街道周辺を「まち歩き型観光」へ発展させる具体的方策に着手 

◆上水道施設整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◆補助対象航路使用船舶購入事業（新）〈平成22～23年〉・・・・・ 

◆保育所・幼稚園・小中学校・市民体育館の耐震補強・・・・・ 

◆健康生きがい中核施設整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　綾歌保健福祉センターに「健康づくりシステム」を導入し、健康増進と医療 
　費の抑制に取り組む　 

◆介護予防（認知症予防事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　認知症予防の企画などの取り組みを全コミュニティ内に拡充 

◆小中一貫教育推進事業（新）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◆子育て支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　子育て環境の整備のため、ＮＰＯと協働し、「ひろば型」事業、発達障害の 
　巡回カウンセリングなどの療育支援事業を実施 

◆子ども手当支給（新）（児童手当併給）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◆競艇場施設整備事業（新）（スタンド工事など）・・・・・・・・・・・・ 
 

254万円 
 
 

2500万円 
 

680万円 
 

9億6070万円 

2億8000万円 

11億4450万円 

2613万円 
 
 

32万円 
 

3049万円 

1764万円 
 
 

23億2280万円 

9億8340万円 

 

みなと 

市　税 
（34.6％） 

133億4851万円 

人件費 
（20.4％） 

78億6262万円 

扶助費 
（20.2％） 

77億8102万円 

物件費 
（13.4％） 

51億8596万円 

普通建設事業費 
（15.2％） 

58億8830万円 

公債費（9.6％） 
36億9028万円 

投資的経費 
（15.2％） 
58億 

8830万円 

繰出金（8.3％） 
31億9136万円 

補助費等（11.0％） 
42億3659万円 

自
主
財
源（
4
4
・
7
％
） 

1
7
2
億
6
4
3
2
万
円
 

依
存
財
源（
5
5
・
3
％
） 

2
1
3
億
3
5
6
8
万
円
 

義
務
的
経
費（
5
0
・
2
％
） 

1
9
3
億
3
3
9
2
万
円
 

そ
の
他
の
経
費（
3
4
・
6
％
） 

1
3
3
億
7
7
7
8
万
円
 

諸収入など（2.1％）8億866万円 

投資及び出資金・ 
貸付金（1.0％） 
3億9001万円 

維持補修費（0.5％） 
2億1541万円 

積立金（0.3％） 
1億845万円 

予備費（0.1％） 
5000万円 

繰入金（3.0％）11億7101万円 

財産収入（0.8％）3億1646万円 

地方譲与税（1.1％） 
4億600万円 

使用料及び手数料（2.3％） 
9億432万円 

分担金及び負担金（1.9％） 
7億1536万円 

地方消費税交付金 
（2.4％） 
9億2250万円 

地方特例交付金 
（0.6％） 
2億1400万円 

県支出金（6.5％） 
25億766万円 その他（0.6％） 

2億5650万円 

地方交付税 
（17.3％） 

66億9000万円 

国庫支出金 
（12.2％） 

47億2092万円 

市　債 
（14.6％） 

56億1810万円 

歳入総額 
386億円 

歳出総額 
386億円 

平成22年度一般会計当初予算 
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　塩飽諸島最大の島で、青木石（花こう岩）と呼ばれる良　塩飽諸島最大の島で、青木石（花こう岩）と呼ばれる良質の石材産地と質の石材産地と
して知られる広島の「市立広島小学校」でして知られる広島の「市立広島小学校」で3月１７日、卒業式が開かれまし日、卒業式が開かれまし
た。卒業生は　純一君ただ一人。見送る在校生もおらず、た。卒業生は　純一君ただ一人。見送る在校生もおらず、4月からの新入月からの新入
生もいないため、島唯一の学び舎はこの春から休校となり生もいないため、島唯一の学び舎はこの春から休校となります。ます。 

　塩飽諸島最大の島で、青木石（花こう岩）と呼ばれる良質の石材産地と
して知られる広島の「市立広島小学校」で3月１７日、卒業式が開かれまし
た。卒業生は　純一君ただ一人。見送る在校生もおらず、4月からの新入
生もいないため、島唯一の学び舎はこの春から休校となります。 

　
地
域
の
人
た
ち
で 

　
　
　
　
　
門
出
を
祝
う 

　
卒
業
式
に
は
先
生
、両
親
、Ｏ
Ｂ
や

島
の
人
た
ち
計
46
人
が
出
席
し
、　
君 

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。　
君
は
明
治 

10
年
の
開
校
か
ら
２
１
１
９
人
目
の

卒
業
生
。川
原
留
美
子
校
長
か
ら
卒
業

証
書
が
授
与
さ
れ
た
後
、体
調
不
良
で

一
時
退
席
し
た
　
君
に
代
わ
り
、担
任

の
小
野
奈
保
子
先
生
が「
先
生
や
島
の

人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
大
き
く
成
長

で
き
ま
し
た
。い
つ
ま
で
も
み
な
さ
ん

の
こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
」と
い
う
　
君

の
感
謝
の
言
葉
を
代
読
し
ま
し
た
。 

　
式
の
後
、
出
席
者
ら
も
参
加
し
て

バ
イ
キ
ン
グ
給
食
が
開
か
れ
、
島
で

の
最
後
の
給
食
を
楽
し
ん
だ
　
君
は

お
礼
に
、
落
語「
も
も
た
ろ
う
」を
披

露
。
こ
の
落
語
は
、
昨
年
11
月
に
開

か
れ
た
地
元
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
で「
何

か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
、
落
語
の

経
験
が
あ
る
先
生
に
教
わ
り
ま
し
た
。 

　
広
島
小
は
昭
和
20
年
か
ら
30
年
代

半
ば
に
か
け
て
は
、２
０
０
人
を
超
え

る
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、そ

の
後
は
年
々
減
少
し
、
平
成
18
年
か

ら
は
　
君
一
人
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ピ
ー
ク
時
に
３
０
０
０
人
を
超
え
て

い
た
人
口
も
３
月
１
日
現
在
、２
８
４

人（
１
６
１
世
帯
）に
激
減
。
石
材
業

や
漁
業
が
盛
ん
で
す
が
、
島
に
住
ん

で
仕
事
と
生
活
を
と
も
に
す
る
暮
ら

し
か
ら
、今
は
丸
亀
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー

で
通
い
仕
事
に
従
事
す
る
人
が
多
く

な
り
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
「
　
君
は
、
学
校
行
事
を
一
人
で

こ
な
す
の
は
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、

ミ
ニ
議
会
で
市
長
に
発
言
す
る
な
ど

良
い
経
験
が
で
き
た
」
と
担
任
の
小

野
先
生
は
言
い
ま
す
。 

　
休
校
に
つ
い
て
、川
原
校
長
は「
学

校
は
地
域
の
光
で
、
そ
の
一
つ
の
明

か
り
が
消
え
る
の
は
寂
し
い
限
り
」

と
話
し
、　
君
に
は「
こ
れ
ま
で
コ
ツ

コ
ツ
と
努
力
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
の
カ
メ
さ
ん

の
よ
う
に
頂
上（
夢
）を
目
指
し
、
一

歩
一
歩
、
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。 

　
「
小
手
島
小
中
学
校
の
友
達
と
一

緒
に
王
頭
山
に
登
っ
た
の
が
い
ち
ば

ん
の
思
い
出
」
と
話
し
て
く
れ
た
　

君
は
、
家
族
と
一
緒
に
島
を
離
れ
、

今
月
か
ら
南
中
学
校
に
進
学
し
ま
す
。

８
年
間
、
島
で
培
っ
た
経
験
を
生
か

し
、
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
す
。
将
来
は
、
消
防
士
に
な
る
の

が
夢
だ
そ
う
で
す
。 

　
卒
業
記
念
の 

　
　
　
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作 

　
島
を
離
れ
る
　
君
は
、
「
島
の
人

た
ち
の
優
し
さ
や
島
の
美
し
さ
を
知

っ
て
ほ
し
い
」
と
、
卒
業
制
作
で
先

生
ら
と
島
の
風
景
や
史
跡
な
ど
を
映

像
に
と
ど
め
、
１
枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収

め
ま
し
た
。 

　
昨
年
９
月
か
ら
　
君
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ア
ー
と
な
り
、先
生
が
ビ
デ
オ
を
撮

る
な
ど
撮
影
は
年
末
ま
で
続
き
、
編

集
作
業
を
経
て
３
月
12
日
に
完
成
し

ま
し
た
。タ
イ
ト
ル
は「
ぼ
く
の
大
好

き
な
広
島
」
。「
思
い
出
」「
風
景
」「
歴

史
」の
３
部
構
成
で
、お
大
師
参
り
や

い
ろ
は
石
ウ
オ
ー
ク
、
王
頭
山
か
ら

見
え
る
景
色
、
学
校
近
く
に
残
る
レ

キ
の
墓
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
　
君
は
「
島
の
人
た
ち
が
協
力
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
取
材
は
良

い
経
験
、
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
見
て
島
に
来
て
ほ
し
い
」

と
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。 

　
　
君
と
学
校
の
記
念
と
な
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
は
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
島
の
人
た

ち
や
自
然
豊
か
な
広
島
を
描
い
た
作

品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
式

で
も
放
映
さ
れ
、
市
内
の
小
学
校
や

へ
き
地
の
学
校
に
配
布
す
る
予
定
で

す
。
ｅ
‐
と
ぴ
あ
・
か
が
わ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
s
:/
/
w
w
w
.e
-

to
p
ia
-k
a
g
a
w
a
.jp
/

）
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
配
信
（
４
月

１
日
公
開
予
定
）
し
ま
す
。 

歴史歴史ある学び舎が今春今春から休校休校 歴史ある学び舎が今春から休校 

広島小広島小で たった一人一人の卒業式卒業式 広島小で たった一人の卒業式 

落語を一席 
披露する濱君 

レキの墓を取材する　君 

バイキング給食給食 バイキング給食 

戸　紀美子さん 
広島町立石 

《広島小学校の歩み》 

明治１０年1月　江の浦小学校として創立 
昭和9年4月　現校地に校舎落成、移転 
昭和２２年4月　広島村立広島小学校と改称 
昭和３３年5月　広島村と丸亀市が合併し、 
　　　　　　　丸亀市立広島小学校と改称 
昭和６２年4月　創立１００周年記念式典 
平成8年4月　広島西小学校を統合 
平成１７年3月　広島学校給食センターが廃止 
平成１８年4月　広島小学校を使用し、広島 
　　　　　　　小学校と広島中学校が併設 
平成２２年4月　休校 
 

　昭和40年に兵庫から広島に嫁ぎ、55年、両親

から引き継いだ江の浦フェリー乗り場の切符売

り場で、島を行き交う人たちを迎え、また見送

ってきました。 

　今は結婚し、独立した３人の娘さんは広島小

の卒業生。児童は少なかったが、その分、先生

も家族のように接してくれ、友達とも男女の隔

たりなく仲良くでき、今も親交があるとか。 

　「島の人気者だった　君。また友達を連れて

遊びに来てほしい」と、島から子どもの声が聞

こえなくなることに寂しさを募らせています。 

　ここを巣立って行った子どもたちとの再会が

楽しみで、「帰ってきた

ん」「元気でしよん」

「また帰ってきいよ」と

声を掛ける戸　さん。元

気な限り売り場に立ちた

いという戸　さんの優し

い声が、島の玄関口を今

日も温かく見守っていま

す。 

　「同級生が30人いて、運動会は 

保護者や地域の人らが加わりにぎ 

やかだった」と振り返る。当時は遊ぶものがな

く、学校は学び舎であり、遊び場でもありまし

た。学校が終わると家に帰り、また学校に戻っ

て、日が暮れるまで走ったり、かくれんぼをし

たりする日々。冬は体力をつけるため、放課後

になると運動場で相撲を取っていたそうです。 

　「学校がなくなると、地域の元気もなくなる。

寂しいという言葉だけでは言い尽くせない。学

ぶ場所として恵まれた環境の島で暮らし、まち

に仕事に通う。どんな形であれ少しでも早く学

校を再開してほしい」と願っています。 

…
あ
り
が
と
う

思
い
出
の
学
び
舎
を
語
る
… 

白賀誠治さん（上段、右から4人目） 
広島町江の浦（昭和３３年度卒） 
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消 防 本 部 
蘂25-4003 
危機管理課 
蘂25-4006

発電機室 

大会議室 防火展示コーナー 

太陽光温水 
パネル 

太陽光 
発電設備 

災害対策 
本部室 

通信 
指令室 

消防本部 
事務室 

消防長室 トレーニング室 

食堂 

仮眠室 

仮眠室 

北消防署 

車庫 

防火衣着装室 

資機材庫 

免震ピット 

雨水貯水槽 

新
消
防
庁
舎
完
成 
新
消
防
庁
舎
完
成 

防
災
行
政
無
線
も
始
動 

　
　
明
美
さ
ん（
垂
水
町
）は
、
ふ
だ

ん
か
ら
地
域
防
災
を
考
え
て
い
る
女

性
消
防
団
員
。
消
防
団
の
本
部
が
設

置
さ
れ
る
っ
て
聞
い
た
け
ど
？
　
３

月
14
日
に
完
成
し
た
消
防
庁
舎
に
興

味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。 

「
そ
う
だ
、消
防
団
仲
間
を
誘
っ
て
、

新
消
防
庁
舎
を
見
学
し
よ
う
！
」 

　
今
回
は
、
広
報
の
取
材
を
兼
ね
て
、

特
別
に
許
可
を
い
た
だ
き
、
事
前
に

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
楽
し
く
学
ぶ 

蘆
防
災
展
示
コ
ー
ナ
ー 

     

　
119
番
通
報
体
験
や
初
期
消
火
体
験
、

防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
や
防
災
ク
イ
ズ

な
ど
、
楽
し
ん
で
防
災
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
「
新
庁
舎
の
こ

と
が
分
か
り
、
女

性
消
防
団
活
動
に

も
生
か
せ
そ
う
で

す
。ま
た
、子
ど
も

と
見
学
に
来
ま
す
」

と
、
３
人
は
に
こ

や
か
に
話
し
て
い

ま
し
た
。 

　
建
物
が
動
く
？ 

蘆
災
害
に
強
い
施
設 

　
積
層
ゴ
ム
を
使
用
し
た
46
基
の
免

震
装
置
が
、
地
震
の

震
動
を
分
散
・
吸
収
。 

　
こ
の
装
置
で
地
震

の
横

揺
れ

に
よ

る
シ
ョ
ッ
ク
を
３
分

の
１
か
ら
５
分
の
１

に
低
減
し
ま
す
。 

　
あ
の
鉄
塔
は
何 

蘆
防
災
行
政
無
線 

　
鉄
塔
に
設
置
し
て
い
る
ス 

ピ
ー
カ
ー
と
モ
ー
タ
ー
サ 

イ
レ
ン
で
防
災
情
報
を 

お
知
ら
せ
。
防
災
行 

政
無
線
の
通
信
基
地 

と
し
て
、
大
規
模
災
害 

や
電
話
が
途
絶
え
た
場
合 

で
も
、
通
信
回
線
を
確
保
し 

ま
す
。 

　
最
新
の
設
備 

　
市
民
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
最 

新
の
機
器
を
導
入
。 

通
信
指
令
室
で
119

番
を
一
元
的
に
受

け
付
け
、的
確
・
迅

速
に
消
防
車
な
ど

に
指
令
し
ま
す
。 

　
環
境
に
も
配
慮 

　
新
庁
舎
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
、環
境
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
バ
ル
コ
ニ
ー

の
自
然
採
光
、
自
然
換
気
な
ど
で
空

調
負
荷
を
低
減
。
雨
水
や
生
活
雑
排

水
を
再
利
用
し
ま
す
。 

屋上 6F 5F 4F 3F 2F 1F 地下 

　
み
な
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
守
る

拠
点
と
な
る
消
防
庁
舎
で
す
。
防
災

展
示
コ
ー
ナ
ー
は
見
学
自
由
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

消防本部 
総務課長 
竹内　正義 

基地局通信鉄塔 
　消防本部屋上の鉄塔から、無線で防災情報をコミ
ュニティセンターなどに伝送します。 

戸別受信機 
　避難所となる学校、保育所などの公共施設や災害
時要援護者施設に設置して災害時の 
緊急情報などを受信します。 

携帯型無線機・車載型無線機 
　市役所公用車や消防団車両などに通
信機を設置し、災害時に災害対策本部
が、現地情報を効率的に収集します。 

通信局（屋外拡声装置・サイレン） 
　コミュニティセンターや避難所など市内４２か所に
通信局を設置。基地局と通信して併設のサイレンやス
ピーカーから防災情報を伝達します。 
　緊急地震速報や津波警報などは、全国瞬時警報シス
テムから送られる信号でモーターサイレンを起動して
お知らせします。 
《4月1日から夕焼け小焼けを放送》 
　機器の動作確認のため、毎日午後5時に「夕焼け小焼け」が屋外ス
　　　　　　ピーカーや防災受信機から流れます。ご協力ください。 

防災行政無線を活用 

　　　明美さん 
（垂水町） 

榎本千亜紀さん 
（今津町） 

山口　典子さん 
（三条町） 

免震装置免震装置 免震装置 

足下足下に市全域市全域の地図地図 クイズに集中集中 足下に市全域の地図 クイズに集中 

発電量発電量を表示を表示 大きなソーラーパネル 

バルコニー 自然換気然換気で省エネ 

発電量を表示 大きなソーラーパネル 

バルコニー 自然換気で省エネ ご注意注意！ 建物建物が動きます ご注意！ 建物が動きます 

ために
 

なるわ
ぁ 

うちの
家 

　ここ
や 鉄塔だ

けで 

30メ
ートル

 

あるん
ですっ

て 

防災ク
イズ 

面白い
わぁ 

うちの
子も 

チャレン
ジや 

■建物概要■ 
構造規模：鉄筋コンクリート 
　　　　　地上6階・地下1階 
敷地面積：1,396.70㎡ 
建築面積：1,071.44㎡ 
延べ床面積：5,072.03㎡ 
建物の高さ：24.40ｍ 
鉄塔を含む：53.50ｍ 
 

防災無線放送履歴テレホンサービス 蘂0877-22-1608、1607



→のみ）。接種場所は、市内の指定医療機関です。生活保護世帯の人は事前に相談を。蜴健康課 蘂24-8806●肺炎球菌ワクチン接種／市に住民票のある75歳以上の人は、4500円の自己負担で接種できます（1回→ 

蘆
丸
亀
城
跡 

　
慶
長
２
年（
１
５
９
７
年
）、
生
駒

親
正
・
一
正
親
子
に
よ
り
築
城
さ
れ

た
が
、
の
ち
に
廃
城
。 

　
　
　
　
　 

　
山
崎
氏
の
と
き
に
石
垣
を
再
築
。 

　
　
　
　
　 

　
万
治
３
年（
１
６
６
０
年
）〜
寛
文

10
年（
１
６
７
０
年
）、
京
極
氏
の
と

き
に
現
存
し
て
い
る
天
守
や
大
手
門
、

藩
主
の
玄
関
先
御
門
、
番
所
、
長
屋

な
ど
が
完
成
。
山
上
や
中
腹
に
は
、

本
丸
の
天
守
以
外
に
２
階
建
て
の
隅

櫓
11
棟
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
、
渡
櫓
11

棟
の
ほ
か
城
門
な
ど
が
あ
っ
た
。 

　
　
　
　
　 

　
幕
末
ま
で
残
っ
て
い
た
が
、
明
治

２
年（
１
８
６
９
年
）旧
御
殿
か
ら
出

火
、
全
焼
し
た
際
に
隅
櫓
１
棟
（
三

の
丸
戌
亥
櫓
）
も
焼
失
。 

　
　
　
　 

　
明
治
９
〜
10
年（
１
８
７
６
〜
７
７

年
）ご
ろ
に
は
、山
上
の
建
物
は
天
守

だ
け
を
残
し
、す
べ
て
取
り
壊
さ
れ
た
。 

※
1
隅
櫓
…
石
垣
隅
角
部
に
建
つ
2
階

　
　
　
　
　
建
て
の
建
物 

※
2
渡
櫓
…
石
垣
上
に
建
つ
細
長
い
１

　
　
　
　
　
階
建
て
の
建
物
。
櫓
と
櫓

　
　
　
　
　
を
つ
な
い
で
い
た 

１０ １１ 

　
今
年
度
か
ら
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

          

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

と
国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
の
少

な
い
人
や
家
族
の
社
会
保
険
な
ど
の

扶
養
に
入
っ
て
い
た
人
に
対
す
る
軽

減
措
置
を
、
平
成
21
年
度
と
同
様
に

延
長
し
ま
す
。 

　

平
成
２２
年
度 

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付 

①
年
金
天
引
き
が
継
続
の
人 

　
22
年
２
月
に
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康

保
険
税
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た

人
は
、
２
月
と
同
額
が
、
４
月
に
支

給
さ
れ
る
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
。 

②
新
た
に
天
引
き
さ
れ
る
人 

　
今
年
度
の
４
月
か
ら
８
月
ま
で
に

新
た
に
天
引
き
さ
れ
る
対
象
者
は
、

20
年
中
の
所
得
を
基
に
、
仮
計
算
さ

れ
た
保
険
料
の
６
分
の
１
相
当
の
額

が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。 

※
①
、
②
ど
ち
ら
の
場
合
も
22
年
度

の
保
険
料
が
確
定
後
、
10
月
以
降
の

天
引
き
分
で
調
整
さ
れ
ま
す
。 

③
天
引
き
に
な
ら
な
い
人 

　
７
月
に
保
険
料
が
確
定
後
、
納
付

書
か
口
座
振
替
で
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。 

　
な
お
、
年
度
途

中
で
天
引
き
が
中

止
ま
た
は
開
始
さ

れ
る
な
ど
、
納
付

方
法
が
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
変
更
の
都
度
、

通
知
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
。 

税 務 課  
蘂24-8857

平成22・23年度 

後
期
高
齢
者 

　
医
療
保
険
料
率
が
決
定 
 

文 化 課  
蘂24-8822

丸
亀
城

櫓
復
元
を
目
指
す 

　
　
懸
賞
金
事
業
も
残
り
１
年 

全 国 大 会 

　
手
紙
や
は
が
き
な
ど
を

通
じ
、
心
豊
か
な
子
ど
も

た
ち
を
育
む
こ
と
な
ど
を

目
的
に
し
た
「
第
４２
回
手

紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」（
郵

便
事
業
会
社
主
催
）
で
、

丸
岡
徹
さ
ん
が
最
高
賞
の

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
ほ
か
、
次
の
み
な
さ

ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。 

石井　伸明さん 
（城坤小4年＝当時） 

はがき作文部門 
銅　賞 

前　　美里さん 
（城坤小6年＝当時） 

はがき作文部門 
銅　賞 

下木　絵菜さん 
（郡家小6年＝当時） 

手紙作文部門 
銅　賞 

丸岡　　徹さん 
（郡家小6年＝当時） 

手紙作文部門 
文部科学大臣賞 

　
現
在
の
丸
亀
城
に
は
、
江
戸
時
代

初
期
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
天
守
と

大
手
一
の
門
、
大
手
二
の
門
、
藩
主

の
玄
関
先
御
門
な
ど
が
残
っ
て
い
ま

す
。
本
来
、
山
上
に
は
天
守
を
中
心

に
櫓
な
ど
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、市
は
6
年
前
か
ら
復
元
に

向
け
た
資
料
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。 

「写真のように正確に建造物を復元することのでき
る資料が必要」と文化課の東信男学芸員は話す。 

や
ぐ
ら 

歴
史
を
知
る 

懸
賞
金
事
業
と
は 

情
報
提
供
の
現
状 

絵
は
が
き
で
募
る 

は 

い 

い
ぬ 

ま
さ 

ち
か 

ま
さ 

か
ず 

こ
ま 

い 

ご
く 

き
ょ
う 

※
2

※
1

ふ 

さ 

ま 

　
市
は
、
平
成
８
年
度
に
策
定
し
た

「
史
跡
丸
亀
城
跡
整
備
基
本
計
画
」

に
沿
っ
て
、
幕
末
ご
ろ
の
丸
亀
城
に

復
元
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
復
元
に
は
、
根
拠
と
な
る
資
料
が

必
要
で
、
文
化
庁
の
許
可
を
得
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。必
要
な
資
料
は
、

絵
図
、
指
図（
建
物
の
設
計
書
）、
写

真
、
発
掘
調
査
な
ど
で
す
。 

　
そ
の
中
で
、
最
も
重
要
な
の
は
写

真
で
す
。当
時
の
写
真
か
ら
、建
物
の

高
さ
が
推
定
で
き
、外
観
や
内
部
の
様

子
も
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
市
は
総
額
１
０
０
０
万

円
の
懸
賞
金
を
懸
け
て
、
完
全
復
元

に
つ
な
が
る
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。 

・
締
め
切
り
＝
平
成
２３
年
3
月
３１
日 

・
写
真
の
条
件
＝
①
隅
櫓
や
渡
櫓
が

分
か
る
（
天
守
や
大
手
門
、
藩
主
の

玄
関
先
御
門
は
不
可
）
②
明
治
初
期

の
も
の
③
隅
櫓
や
渡
櫓
す
べ
て
の
外

観
が
分
か
る（
建
物
の
向
き
、
階
数
、

外
部
の
破
風
、
窓
、
狭
間
な
ど
）
④

隅
櫓
や
渡
櫓
の
高
さ
が
分
か
る
⑤
建

物
内
部
（
骨
組
み
）
が
分
か
る 

・
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課 

  

　
平
成
16
年
か
ら
写
真
資
料
の
提
供

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
６

年
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
は
、
天
守
な

ど
の
写
真
６
件
に
と
ど
ま
り
、
復
元

に
つ
な
が
る
有
力
な
情
報
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

　
当
時
の
写
真
を
探
す
手
掛
か
り
と

し
て
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
外
国

人
が
撮
影
し
た
も
の
や
明
治
５
年（
１

８
７
２
年
）
に
明
治
天
皇
が
、
丸
亀

で
３
日
間
滞
在
さ
れ
、
丸
亀
城
一
帯

を
視
察
さ
れ
た
と
き
、
日
本
最
初
の

写
真
家
で
、
坂
本
龍
馬
を
撮
影
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
上
野
彦
馬
が
同
行

し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

官
内
庁
に
は
、
そ
の
と
き
の
写
真
は

な
い
よ
う
で
す
が
、
ど
こ
に
も
残
っ

て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
明
治
初
期
に
は
、
丸
亀
に
百
々
と

い
う
写
真
館
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

  

　
市
で
は
、平
成
22
年
度
が
最
終
年
度

と
な
る
た
め
、

木
造
模
型
の

丸
亀
城
木
図

を
基
に
、
絵

は
が
き
を
作

成
。
天
守
の

入
場
者
に
無

料
配
布
し
て

い
ま
す
。 

辰巳櫓辰巳櫓 
たつたつ み 

五番櫓五番櫓 
ご ばんばん 

辰巳櫓 
たつ み 

五番櫓 
ご ばん 

ど 

ど 

昨年度まで 

蘆均等割額 47,700円 
蘆所得割率 8.98％ 

蘆均等割額 47,200円 
蘆所得割率 8.81％ 

今年度から 

丸岡さんが文科大臣賞 手紙作文コンクール 



生涯学習課 蘂24-1392 
飯山総合学習センター 蘂98-3319 
東小川児童センター 蘂56-8778

職 員 課  
蘂24-8802

都市計画課 
蘂24-8843

環境課 蘂24-8836

環 境 課 蘂24-8836 
綾歌市民総合センター 
　　　　　蘂86-5510 
飯山市民総合センター 
　　　　　蘂98-7953

１２ １３ 

（旧）ＪＡ中津出張所 
（旧）ＪＡ報徳支店 
（旧）ＪＡ原田出張所 
原田団地集会所 
労住協丸亀第2団地集会所 
中府大鳥居自治会館 
城北コミュニティセンター 

9:00～ 9:30 
9:40～10:10 
10:20～10:50 
11:00～11:20 
11:30～12:00 
12:10～12:30 
12:40～13:00

4
月
6
日
貂
 

（旧）ＪＡ原田出張所 
（旧）ＪＡ報徳支店 
（旧）ＪＡ中津出張所 
（旧）ＪＡ塩屋支店 
幸町自治会館  
城坤コミュニティセンター 
市役所 

9:00～ 9:20 
9:30～ 9:50 
10:00～10:20 
10:30～10:50 
11:00～11:20 
11:30～11:50 
12:05～12:30

5
月
9
日
豸
 

ＪＡ飯野支店 
ＪＡ川西支店 
ＪＡ農業センター（郡家町） 
中央学校給食センター（柞原町） 
（旧）ＪＡ城南支店（山北町） 
城西コミュニティセンター 

9:00～ 9:40 
9:50～10:30 
10:40～11:10 
11:20～11:40 
11:50～12:30 
12:40～13:00

4
月
3
日
貍
 

本島町笠島 
本島町甲生 
本島町泊 
本島町小阪 
本島町福田 
本島市民センター 

9:00～ 9:20 
9:30～ 9:50 
10:00～10:20 
10:30～10:50 
11:00～11:20 
11:40～12:00

4
月
１４
日
貉
 

岡崎酒店（垂水町） 
ＪＡ垂水支店 
八尺集会場（垂水町） 
辻自治会館（郡家町） 
日吉神社（三条町） 
（旧）ＪＡ郡家支店 

9:00～ 9:20 
9:30～10:30 
10:40～11:00 
11:10～11:30 
11:40～12:00 
12:10～12:50

4
月
１８
日
豸
 

ＪＡ飯野支店 
中央学校給食センター（柞原町） 
日吉神社（三条町） 
八尺集会場（垂水町） 
岡崎酒店（垂水町） 
（旧）ＪＡ郡家支店 

9:00～ 9:20 
9:35～ 9:55 
10:05～10:25 
10:35～10:55 
11:05～11:25 
11:40～12:10

5
月
１６
日
豸
 

ＪＡ垂水支店 
（旧）ＪＡ郡家支店 
川西コミュニティセンター 
ＪＡ川西支店 
ＪＡたまねぎ冷蔵倉庫（三条町）
（旧）ＪＡ城南支店（山北町） 

9:00～ 9:40 
9:50～10:30 
10:40～11:00 
11:10～11:40 
11:50～12:10 
12:20～12:50

4
月
２５
日
豸
 

東汐入川緑道公園 
北平山蛭子神社 
新浜集会場 
（旧）ＪＡ塩屋支店 
幸町自治会館 
城坤コミュニティセンター 

9:00～ 9:20 
9:30～ 9:50 
10:00～10:20 
10:30～11:00 
11:10～11:30 
11:40～12:10

4
月
2
日
貊
 

広島町茂浦 
広島町市井 
広島町青木 
広島町甲路 
広島町釜の越 
広島町江の浦 
広島町立石 
広島町小手島 

8:30～ 8:40 
8:50～ 9:00 
9:10～ 9:20 
9:30～ 9:40 
9:50～10:00 
10:10～10:20 
10:30～10:40 
11:20～11:30

4
月
１３
日
貂
 

土器駒ヶ林自治会館 
土器山辺南自治会館 
土器コミュニティセンター 
ＪＡ土器支店 
土器西村集会場 
東光寺（川西町） 

9:20～ 9:40 
9:50～10:10 
10:20～10:50 
11:00～11:30 
11:40～12:10 
12:25～12:45

4
月
5
日
豺
 

吉岡西自治会館（飯野町） 
ＪＡ飯野支店 
飯野下代自治会館 
ＪＡ川西支店 
川西コミュニティセンター 
ＪＡ川西南出張所跡 

9:00～ 9:20 
9:30～10:10 
10:20～10:40 
10:50～11:30 
11:40～12:10 
12:20～12:40

4
月
8
日
貅
 

市役所 
中府大鳥居自治会館 
(旧）ＪＡ塩屋支店 
ＪＡ土器支店 
吉岡西自治会館（飯野町） 

9:00～ 9:40 
10:00～10:20 
10:30～11:00 
11:15～11:55 
12:05～12:25

4
月
4
日
豸
 

市役所 
城北コミュニティセンター 
土器駒ヶ林自治会館 
土器コミュニティセンター 
東光寺（川西町） 

9:00～ 9:30 
9:50～10:10 
10:25～10:45 
10:55～11:25 
11:40～12:00

4
月
１７
日
貍
 

赤坂公民館 
向王子公民館 
岡田神社 
岡田コミュニティセンター 
北原公民館 

9:20～ 9:40 
9:50～10:10 
10:20～10:40 
10:50～11:10 
11:20～11:40

4
月
2
日
貊
 

住吉公民館 
東行末公民館 
荒・徳部公民館 
宮の浦・定連集会場 
勝福寺 

9:20～ 9:40 
9:55～10:15 
10:25～10:45 
10:55～11:15 
11:25～11:50

4
月
5
日
豺
 
飯山南コミュニティセンター 
東小川児童センター 
飯山総合学習センター 
飯山総合運動公園 
飯山地域子育て支援センター 

9:00～ 9:40 
9:50～10:30 
10:40～11:10 
11:30～12:10 
12:20～12:40

4
月
6
日
貂
 
富熊コミュニティセンター 
奥川内公民館 
大原公民館 
本村公民館 
綾歌町西沖公民館 

9:10～ 9:30 
9:40～10:00 
10:15～10:35 
10:45～11:10 
11:20～11:40

4
月
7
日
貉
 

城坤コミュニティセンター 
十番丁外堀緑道公園 
（旧）ＪＡ城南支店（山北町） 
土器西村集会場 
ＪＡたまねぎ冷蔵倉庫（三条町） 

9:00～ 9:20 
9:30～10:00 
10:10～10:50 
11:00～11:20 
11:40～12:10

4
月
9
日
貊
 

日吉神社（三条町） 
辻自治会館（郡家町） 
ＪＡ垂水支店 
岡崎酒店（垂水町） 

9:20～ 9:40 
9:50～10:10 
10:20～10:50 
11:00～11:20

4
月
7
日
貉
 

飯山総合運動公園 
飯山中央公民館 
飯山総合学習センター 
飯山南コミュニティセンター 

9:20～10:00 
10:10～10:40 
10:50～11:30 
11:45～12:30

4
月
3
日
貍
 

東小川児童センター 
飯山南コミュニティセンター 
飯山総合保健福祉センター 
飯山中央公民館 

9:30～10:00 
10:10～10:40 
10:50～11:30 
11:40～12:10

4
月
8
日
貅
 
綾歌市民総合センター 
岡田コミュニティセンター 
宿母・小津森公民館 
富熊コミュニティセンター 

9:30～10:00 
10:10～10:40 
10:50～11:10 
11:30～12:00

4
月
１８
日
豸
 

飯山市民総合センター 
東小川児童センター 
富士見坂公民館 
岡田コミュニティセンター 

9:10～ 9:40 
9:55～10:25 
10:45～11:15 
11:30～12:00

5
月
9
日
豸
 

飯山地域子育て支援センター 
飯山市民総合センター 
綾歌市民総合センター 

9:30～10:00 
10:10～10:50 
11:05～11:40

4
月
２５
日
豸
 

飯山市民総合センター 
岡田東団地集会場 
勝福寺 

9:30～10:10 
10:30～11:00 
11:20～11:40

5
月
１６
日
豸
 

綾歌市民総合センター 
富士見坂公民館 
岡田東団地集会場 
宿母・小津森公民館 

9:00～ 9:40 
9:55～10:35 
10:55～11:25 
11:40～12:00

4
月
4
日
豸
 

犬の登録と狂犬病予防注射 
　狂犬病は、犬だけでなく、人間を含めたほ乳類にも感染します。発病すると治療法
がなく、ほぼ100％死に至る恐ろしい病気です。必ず予防注射を受けてください。 

■生後９０日を経過した犬は、一生涯に一度の登録と年1回の狂犬病予防注射が義務付
　けられています。新しく犬を飼い始めた人は、市へ届け出をしてください。 
■予防注射の案内状（はがき）を、忘れずに持参してください。 
■鑑札と注射済み票を、必ず犬に付けてください。 
■次の会場で注射ができなかった場合は、最寄りの譖香川県獣医師会指定の動物病院
　で受けられます。 
■費用は、登録済みは2850円（注射料2300円＋注射済票550円）、新規登録は5850
　円（登録手数料3000円＋注射料2300円＋注射済票550円）です。 

【旧丸亀市内】 【綾歌・飯山地区】 狂犬病予防注射日程表 

　６月27日豸に次の市職員採用試験を予定してい

ます。●行政事務（大学卒）６人程度●土木（大学卒）

２人程度●建築（大学卒）１人程度●化学（大学卒）

１人程度●保育士・幼稚園教諭２人程度●消防（大

学卒）２人程度●消防（救急救命士）２人程度。募集時

期や要項など詳しくは、広報５月号に掲載予定です。 

　そのほかに、次の採用試験を予定しています。

■行政事務（短大卒）１人程度■行政事務（高校卒）

１人程度■消防（高校卒）１人程度■技能労務（衛

生清掃）１人程度。 

　なお、職種・人数は変更になる場合があります。

市ホームページでも紹介しています。 

平成22年度市職員採用予定 　ゴーヤやアサガオなどの

つる性植物で窓を覆って日

差しを遮り、温度を下げる

「緑のカーテン」に取り組み

ませんか。希望する家庭に

はゴーヤ、アサガオの種を

提供します。 

【申し込み】はがきに①住所②氏名③電話番号
④希望する種（ゴーヤ・アサガオ・両方）を記

入し、〒763-8501丸亀市生活環境部環境課「緑

のカーテン希望」係へ郵送または電話（24-88 

36）、ファクス（24-8838）、Ｅメール（kankyo-

k@city.marugame.lg.jp）で。 

【受付期間】４月12日豺～６月４日貊 

みどりの月間丸亀フェスタ 
　４月15日から５月14日までは「みどりの月間」。花と緑のまちづくりをテ

ーマに、花苗販売、寄せ植え教室、自然観察会などのイベントを行います。 

日時＝4月29日豢午前10時～午後2時 
場所＝市民ひろば 

生涯学習のススメ 受講生受講生を募集募集 受講生を募集 
講座名 

世界遺産ロマン 

丸亀の古代遺跡講座 

やさしい衣服のリフォーム 

メンズ料理にトライ 

ふるさと食をいただきます 

わかりやすい法律問題と裁判の講座 

暮らしに役立つお財布の講座 

生活・介護支援サポーター養成講座 

地球温暖化がわかる！ 環境の講座 

知って得する！ 住まいの講座 

知ってお得！ “でんき”ものしり講座 

知って得する「食」と「農」の講座 

ワクワク科学クラブ 

親子でお菓子名人 

集まれちびっ子アーティスト 

はじめてのお弁当づくり 

チャレンジ親子陶芸 

親子で楽しく！ 手作り絵本 

キャロット・スイーツ 

キャロット・アート 

キャロット・マザーグース 

キャロット・リズム 

時間 

午前10時～正午 

午前9時半～11時半 

午前10時～正午 

午前9時半～午後0時半 

午前9時半～正午 

午後1時半～3時 

午後1時半～3時 

午前10時～正午 

午後7時～8時半 

午後1時半～3時 

午前10時半～正午 

午後1時半～3時 

午前9時半～正午 

午前9時半～正午 

午前9時半～11時半 

午前9時半～正午 

午前9時半～11時半 

午前10時～正午 

午前10時～正午 

午前10時～11時 

午前10時～11時 

午前10時～11時 

受講場所 

生涯学習センター 

 

飯山総合学習センター 

 
東小川児童センター 

 

生涯学習センター 

 

 

 
飯山総合学習センター 

 

 

飯山総合学習センター 

 

城南コミュニティセンター 

生涯学習センター 

 

東小川児童センター 

曜日 

木 

水 

金 

金 

金 

木 

水 

木 

金 

木 

火 

水 

土 

土 

土 

土 

土 

日 

金 

木 

土 

木 

定員 

40人 

40人 

25人 

20人 

15人 

40人 

40人 

30人 

40人 

40人 

40人 

40人 

40人 

25組 

12人 

20人 

20組 

20組 

10組 

12組 

15組 

20組 

回数 

20 

6 

8 

10 

6 

5 

5 

5 

5 

5 

4 

5 

4 

10 

8 

7 

10 

5 

6 

6 

6 

6

受講料 

5000円 

1500円 

2000円 

2500円 

1500円 

 

 

 

無料 

 

 

 

1000円 

2500円 

2000円 

1750円 

2500円 

1250円 

 

無料 

 

 

 

申込期間など コース 

申込期間＝4月11
日豸～20日貂午
前9時～午後5時 
 
●申し込みは、先
着順（電話不可）で、
定員になり次第締
め切ります。 
 
●申込先＝生涯学
習センター、飯山
総合学習センター。
申し込み開始の１１
日豸は午前9時か
ら正午まで受け付
けます。 
「就学前幼児」の申
し込みは、東小川
児童センターで。 
 
●詳しくは、各コミ
ュニティセンター、
市役所、市民総合
センター、生涯学習
センターなどに置
いてあるパンフレ
ットをご覧ください。 

市
　
民
　
学
　
級 

一
般
講
座

 

特
別
教
養
講
座

 

小

学

生

 

就
学
前
幼
児 

子
ど
も
講
座

 



→入や転居など、新しい地域で生活を始めたみなさんも自治会に加入してみませんか。蜴生活課 蘂24-8809●自治会に入ろう／自治会は、近所の人たちとのつながりができ、地域のことを知るきっかけになります。転→ 

　
丸
亀
市
漁
業
協
同
組
合
女
性
部（
西

川
清
子
部
長
、
57
人
）
は
、
城
北
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
開
く
春
の
「
城
北
明

倫
ま
つ
り
」や
秋
の「
ほ
く
ほ
く
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
」
に
、
行
列
の
で
き
る

バ
ザ
ー
の
店
を
開
い
て
イ
ベ
ン
ト
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。 

　
献
立
は
タ
コ
飯
、
ア
ナ
ゴ
、
タ
コ
、

エ
ビ
の
天
ぷ
ら
な
ど
。
瀬
戸
内
で
と

れ
た
ピ
チ
ピ
チ
の
魚
介
で
お
い
し
さ

は
天
下
一
品
で
す
。
作
り
手
と
お
客

さ
ん
の
笑
顔
が
交
錯
し
て
明
る
く
に

ぎ
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。 

　
リ
ー
ダ
ー
の
西
川
さ
ん
（
御
供
所

町
）
に
よ
る
と
、
今
、
漁
業
は
、
海

の
汚
染
や
漁
獲
量
の
減
少
、
漁
師
の

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、
燃
料
費
の

高
騰
な
ど
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
「
少
し
で
も
新

鮮
な
魚
介
を
食
卓
に
」
を
合
言
葉
に

が
ん
ば
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
み
な

さ
ん
と
の
会
話
を
大
切
に
連
帯
感
を

深
め
た
い
」と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　「
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
を
、き
ず
な

を
大
切
に
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、仲
間
同

士
が
協
力
し
て
出
店
を
続
け
る
女
性

部
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、自
信
を
持
っ

て
歩
む
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
、
と
て

も
う
れ
し
い
出
会
い
で
し
た
。 

１４ １５ 

６１ 

郡
家
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

行
列
の
で
き
る
天
ぷ
ら
作
り 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

　「
自
分
に
負
け
ず
、物
事
を

あ
き
ら
め
な
い
の
が
モ
ッ
ト

ー
」と
語
る
大
野
さ
ん
。人
望

が
厚
く
、
多
く
の
友
達
が
訪

れ
る
。
木
工
旋
盤
で
お
盆
や

皿
作
り
な
ど
を
40
年
続
け
て

い
る
が
、「
満
足
で
き
る
物
は

一
つ
も
な
い
」
と
、
今
も
研

究
に
取
り
組
む
。
物
作
り
も

人
生
も
、
自
分
で｢

終
わ
り｣

を
つ
く
ら
な
い
そ
う
だ
。 

笊 

大
野
　
喜
男
さん 

（
垂
水
町
・
８２
歳
） 

土
居
町
　
大
川
　
潮
子
さん 

団
員
募
集
中
で
す
。 

〈
連
絡
先
〉
遠
藤
征
三
郎（
郡
家
町
・

蘂
2
8
―
6
3
4
5
） 

　
楽
し
い
サ
ッ
カ
ー
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
66
人
の
団
員
一
人
ひ
と

り
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
と
喜

び
を
感
じ
、毎
週
土
曜
・
日
曜
日

の
午
前（
第
２
・
４
土
曜
日
は
練

習
休
み
）
に
郡
家
小
学
校
運
動

場
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
以
外
に
地
域

の
行
事
に
参
加
し
て
、
数
多
く

の
体
験
を
通
し
、
心
身
の
健
全

な
成
長
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
だ
れ
に
で
も
、あ
い
さ
つ
と
感

謝
の
気
持
ち
が
言
え
る
よ
う
に
」

を
合
言
葉
に
、
子
ど
も
た
ち
が

協
調
性
や
創
造
性
を
養
う
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。 

城
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

～刻まれた 
　　歴史の記憶～ 

筮 

信
仰
信
仰
の
山
と
そ
の
遺
跡
遺
跡 

《
4
月
２２
日
、里
山
ま
つ
り
》 

■「
讃
岐
富
士
の
日
」制
定
記
念
植
樹 

　
午
前
10
時
・
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

■
縁
結
び
お
む
す
び
４
２
２
個
配
布 

　
午
前
11
時
・
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
と
飯
山
町
登
山
口 

■
ウ
エ
ル
カ
ム
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

　
（
大
正
琴
・
女
性
コ
ー
ラ
ス
・
フ
ラ

　
ダ
ン
ス
）
午
前
11
時
22
分
、
午
後

　
１
時
22
分
・
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

■
ミ
ニ
写
真
展（
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
） 

　
「
讃
岐
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
る

飯
野
山（
４
２
２
誡
）は
、
円
錐
形

を
し
た
ビ
ュ
ー
ト
型
の
山
（
写
真

①
）
で
あ
る
。 

　
平
坦
な
山
頂
か
ら
標
高
１
５
０

誡
辺
り
ま
で
は
急
峻
で
、
山
麓
は

多
く
の
尾
根
を
派
生
さ
せ
て
裾
野

を
広
げ
、
西
側
に
土
器
川
、
東
側
に

大
束
川
が
流
れ
て
い
る
。 

　
飯
野
山
に
ま
つ
わ
る
民
話
に
「
お

じ
ょ
も
」の
伝
説
が
あ
る
。お
じ
ょ
も

は
山
を
造
る
の
が
得
意
で
、
日
本
中

の
山
を
造
っ
て
回
っ
た
。天
秤
棒
で
土

を
運
び
飯
野
山
を
造
り
、
飯
野
山
と

象
頭
山
に
跨
り
小
便
を
し
た
と
こ
ろ

土
器
川
が
で
き
た
。
そ
の
時
に
付
い

た
と
さ
れ
る『
お
じ
ょ
も
の
足
跡
』が

山
頂
に
あ
る（
写
真
②
）。
お
じ
ょ
も

は
、妖
怪
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
で
、民
俗

学
者
の
柳
田
國
男
に
よ
る
と
、
ダ
イ

ダ
ラ
ボ
ッ
チ
は
大
男
を
示
す「
大
太
郎

法
師
」
が
訛
っ
た
そ
う
で
、
「
一
寸 

       

法
師
」
の
反
対
の
意
味
ら
し
い
。 

　
西
麓
の
飯
神
社
は
、
お
米
の
神
様

で
あ
る
飯
依
比
古
命
を
祭
っ
て
い
る
。

古
事
記
の
国
生
み
の
条
に「
讃
岐
国
ハ

飯
依
比
古
ト
イ
フ
」と
あ
り
、飯
野
山

は
神
体
山
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
。 

　
飯
野
山
の
遺
跡
は
、
山
頂
に
原
始

時
代
の
巨
石
文
化
を
示
す
「
盤
座
」

な
ど
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
巨
石
群

が
あ
り
、
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
弥
生

土
器
も
出
土
し
て
い
る
。 

　
西
側
の
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
辺
り

か
ら
麓
ま
で
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古

代
に
か
け
て
の
遺
跡
が
残
る
。
標
高

50
誡
付
近
の
発
掘
調
査
で
、
山
の
斜

面
か
ら
竪
穴
住
居
跡
群
が
発
見
さ
れ

た
。
弥
生
時
代
後
期
の
高
地
性
集
落

で
、
古
墳
時
代
後
期
に
は
、
こ
の
跡

地
に
円
墳
群
が
築
か
れ
た（
写
真
③
）。 

　
東
麓
の
三
ノ
池
薬
師
の
背
後
、
ミ

ニ
88
か
所
の
場
所
に
は
三
ノ
池
前
方

後
円
墳
、
南
麓
に
は
坂
元
神
社
古
墳

群
な
ど
の
遺
跡
が
あ
る
。 

　
原
始
か
ら
の
人
の
営
み
が
見
ら
れ

る
飯
野
山
は
、
平
成
の
今
も
多
く

の
人
が
登
山
に
訪
れ
る
県
内
で
最

も
美
し
い
山
で
あ
る
。 

【
文
化
課
・
東
　
信
男
】 

　
当
コ
ー
ナ
ー
は
今
回
で
終
了
し

ま
す
。
２
年
間
の
ご
愛
読
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

え
ん 

た
ん 

き
ゅ
う 

し
ゅ
ん 

さ
ん 

ろ
く 

す
そ 

の 

だ
い 

そ
く 

す
い 

て
ん 

び
ん 

ぞ
う 

ざ
ん 

ま
た
が 

ず 

よ
う 

か
い 

だ
い 

た 

ほ
う 

な
ま 

し 

ろ
う 

い
い 

ひ 

こ
の 

み
こ
と 

よ
り 

し
ん 

さ
ん 

あ
が 

た
い 

く
ら 

い
わ 

し 

さ
い 

ふ
も
と 

た
て 

あ
な 

さ
ん 

の 

い
け 

さ
か 

も
と 

①ビュート型と呼ばれる飯野山飯野山 ①ビュート型と呼ばれる飯野山 

②
お
じ
ょ
も
の
足
跡
足
跡 

③珠光園珠光園によって保存整備保存整備 
　された飯ノ山西麓山西麓3号墳号墳 
③珠光園によって保存整備 
　された飯ノ山西麓3号墳 

②
お
じ
ょ
も
の
足
跡 

「新日本百名山」「四国百名山」に
選定され、標高100襷以上は瀬戸
内海国立公園に指定されている 

ストレス・運動不足解消運動不足解消に 
もってこい！ 

丸亀市観光協会丸亀市観光協会 蘂22-033122-0331

ストレス・運動不足解消に 
もってこい！ 

丸亀市観光協会 蘂22-0331

　
飯
野
山
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
１
時
間
ほ
ど
で
登
れ
、

讃
岐
平
野
や
瀬
戸
内
海
の
美
し
さ

を
一
望
で
き
ま
す
。「
高
速
道
割
引

を
使
っ
て
青
森
か
ら
来
た
」「
沖
縄

か
ら
北
海
道
に
帰
る
時
に
き
れ
い

な
山
が
見
え
た
の
で
登
っ
た
」
な

ど
県
外
客
に
も
大
人
気
。
登
っ
た

人
に
し
か
味
わ
え
な
い
こ
の
感
動
。 

　
み
な
さ
ん
も
一
度
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

飯
野
町 

登
山
口 

西麓西麓3号墳号墳 

坂元神社古墳坂元神社古墳 

三ノ池三ノ池 
前方後円墳前方後円墳 

西麓3号墳 
飯ノ山飯ノ山 飯ノ山 

坂元神社古墳 

三ノ池 
前方後円墳 

飯
野
山（
讃
岐
富
士
） 



　
今
年
で
、
３５
回
目
を
迎
え

る
丸
亀
お
城
村
で
は
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。 

日
時
＝
５
月
３
日
豢
午
前
９
時
〜
午

　
　
　
後
９
時
、
４
日
豢
午
前
９
時

　
　
　
〜
午
後
６
時 

場
所
＝
丸
亀
城
内
一
円 

内
容
＝
コ
ン
サ
ー
ト
、
全
日
本
う
ど

　
　
　
　
　
ん
選
手
権
、
獅
子
舞
競

　
　
　
　
　
演
、
第
５
回
全
日
本
骨

　
　
　
　
　
付
鳥
選
手
権
な
ど 

  

日
時
＝
５
月
２
日
豸
午
後
６
時
〜
午

　
　
　
後
８
時
半 

場
所
＝
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

出
演
＝
備
中
温
羅
太
鼓 

　
　
　
丸
亀
太
鼓
保
存
会 

※
入
場
無
料（
整
理
券
不
要
） 

丸
亀
お
城
ま
つ
り
協
賛
会
事
務
局
 

（
商
工
観
光
課
内
）
蘂
2
4
―

8
8
1
6

し 

し 第３５回お城村 
実行委員長 
川内　達也 

前
夜
祭 

〈問い合わせ先〉 
ちょっと寄り道こんぴら街道事務局 
（商工観光課内）蘂24-8816 または 
http://www.konpirakaidou.com

江戸時代にタイムスリッ 
プして丸亀を食べ歩き 

　丸亀のまち歩きの定番コー
ス。こんぴら街道を舞台に「うど
ん」「うちわ」「醤油豆」「珍味」な
ど、“丸亀”を全部集めました。 

① 丸亀京極・こんぴら街道 
夢の跡 

開 催 日：4/17（土）、5/15（土）、30（日） 
距離など：約2㎞・2時間半 
参 加 料：1,000円 

お弁当を持って、島
の春を食べましょう 

島を散策し、桃の花 
を見て、季語にこだわることな
く自由に言葉の５・７・５遊び
をしませんか。 

⑤ 漁師の島、小手島で春と 
遊ぶ 

開 催 日：4/3（土） 
距離など：約3㎞・4時間半 
参 加 料：1,300円（食事代込み） 

ほのぼのグルメと 
塩屋うちわロード 

路地裏に名店あり！ 長年愛され
てきた“この店の一品”をほのぼ
の気分でご紹介。昔ながらの味
をぜひお試しあれ。 

② わがまち路地裏名店街 

開 催 日：4/29（祝） 
距離など：約2㎞・3時間 
参 加 料：1,500円 

島の幸をいただきなが
らのんびり竹炭作り 

竹炭は自然にやさし 
くエコロジー。竹炭作り後、島
の味を堪能しましょう。尾上邸
の特別見学も。 

⑥ 石の島、広島のいろはを 
学ぶ 

開 催 日：5/22（土）、6/26（土） 
距離など：約3㎞・4時間 
参 加 料：2,000円（食事代込み） 

ふだんの町 
わたしたちの好きな物 

タコ焼き、イチゴ大福、 
梅ジュース、てんぷら、 
コロッケ、醤油豆、釜飯。満腹度
120％でお待ちしています。 

③ 城北主婦の  
食いしんぼうバンザイ！ 

開 催 日：5/27（木）、6/12（土） 
距離など：約2㎞・3時間 
参 加 料：1,800円（食事代込み） 

本島の札所巡りと 
心づくしのお接待 

旧暦の3月4日は島 
の人たちが先祖を供養する参拝
者を接待する日。お接待を受け
ながら９か所の札所巡りをして、
春の一日をお楽しみください。 

⑦ ほっこり本島お大師参り 

開 催 日：4/17（土） 
距離など：約8㎞・5時間半 
参 加 料：1,000円 

今に残る建築物から 
丸亀の歴史を知ろう！ 

丸亀には江戸時代から続く和風
建築や明治時代に建てられた近
代化遺産などが残っています。
丸亀の建築物や町の成り立ちを
知ろう。 

④ まちのたてもの探偵団 

開 催 日：5/23（日） 
距離など：約4㎞・3時間半 
参 加 料：700円 

出会いふれあいみんな
で築く田園のまちへ 

法勲寺跡の面影残る「法の郷」。
地域の守り神４社巡りや、イチ
ゴ摘みをしてみませんか。江戸
そばか田舎料理をいただきなが
ら、最後はお茶席も。 

⑧ 春風なごみ旅  
法の郷４社めぐり 

開 催 日：江戸そば 4/18（日）、5/9（日） 
　　　　　田舎料理 4/25（日）、5/16（日） 
距離など：約5㎞・3時間半 
参 加 料：2,000円（イチゴ摘み、食事代込み） 

※⑤⑥⑦の参加料に船代は含まれていません。 
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赤ちゃん健診 
母子保健 
成人老人保健 

■問い合わせ・申し込み 

■その他の相談 

市民相談 
無料弁護士相談 
消費生活相談 
行政相談 
交通事故相談 

 
健康課 

 
 
生活課 

 
蘂24-8806

障害者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

サポステ出張職業相談 

福祉課 

人権課 

農業委員会 

商工観光課 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂24-8816

法律相談 
年金・労働相談 
司法書士相談 

 
社会福祉協議会 

 
蘂22-5700

 
 

蘂24-8809

蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・児童課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第3金曜午後1時～3時半・市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・社会福祉協議会 蘂22-5700

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

月 4月 4月 4 暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 
市民相談　■飯 　午前9時～午後4時  
交通事故相談 栗熊 ◯コ　午前9時～午後4時  
消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談　■飯 　午前9時～正午  
歩行プール夜間説明・男　●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

1 木 

市民相談 栗熊 ◯コ　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■飯 　午前9時～午後4時  
消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午  
0歳児の広場　●飯 　午前10時～11時半 

16金 

市民相談　■飯 　午前9時～午後4時  
交通事故相談 栗熊 ◯コ　午前9時～午後4時  
法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 
サポステ出張職業相談　■市 　午前10時～午後4時  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

8 木 市民相談　■飯 　午前9時～午後4時  
交通事故相談 栗熊 ◯コ　午前9時～午後4時  
サポステ出張相談　■飯 　午前10時～午後5時  
こころの健康相談　●飯 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8806） 
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 
離乳食講習　●飯 　午前10時～11時半 

22木 

□内 　瀬戸内クリニック 蘂28-1511 
□外 　まつねクリニック 蘂58-0511 
□整 　くすはら整形外科・外科医院 蘂86-2340  
□歯 　キタ歯科医院 蘂98-6183  
子育て一日相談 城北 ◯コ　蘂21-0012 

25日 

市民相談 栗熊 ◯コ　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■飯 　午前9時～午後4時  
消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
歩行プール夜間説明・女　●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

香川労災病院 蘂23-3111  
□歯 　片山歯科医院 蘂21-8211

2 金 

市民相談　■市 　午前9時～午後4時  
行政相談　■市・■飯 　午前10時～午後3時  
交通事故相談　■市 　午前9時～午後4時  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 

5 月 

市民相談　■市 　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■市 　午前9時～午後4時  
障害者（児）相談　■飯 　午前10時～11時半  
定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午 
すこやかウオーキング体操教室　●飯 　午前10時～11時半 

7 水 

市民相談　■市 　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■市 　午前9時～午後4時  
年金・労働相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 
0歳児の広場　●綾 　午前10時～11時半 

20火 

市民相談　■市 　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■市 　午前9時～午後4時  
栄養相談　●綾 　午後1時半～3時半(要予約 蘂24-8806)  
0歳児の広場（7か月以降）●ひ 　午前10時～11時半 

26月 

市民相談　■市 　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■市 　午前9時～午後4時  
司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 

27火 

市民相談 栗熊 ◯コ　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■飯 　午前9時～午後4時  
消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談　■市 　午前9時～正午 
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 

9 金 

市民相談　■市 　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■市 　午前9時～午後4時  
法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 
献血　■市 　午前9時半～午後4時半 

13火 

市民相談　■飯 　午前9時～午後4時  
交通事故相談 栗熊 ◯コ　午前9時～午後4時  
障害者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

15木 

4

28

6

日 

市民相談　■市 　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■市 　午前9時～午後4時 
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

水 

29 □小 　もりもとこどもクリニック 蘂25－9228  
□整 　柴田整形外科クリニック 蘂28－2700木 

30
市民相談 栗熊 ◯コ　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■飯 　午前9時～午後4時 
離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 

金 

□内 　三浦内科・みちこ小児科クリニック 蘂22-7311  
□整 　石川整形外科クリニック 蘂23-8100  
□歯 　大西歯科医院 蘂24-6492

11日 

□内 　丸亀林病院 蘂22-8181  
□眼 　しょうじ眼科医院 蘂58-2233 
□内 　宮井内科医院 蘂98-7007  
□歯 　岸本歯科医院 蘂22-1992 
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時～正午 

18日 

市民相談　■市 　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■市 　午前9時～午後4時 19月 

市民相談　■市 　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■市 　午前9時～午後4時  
法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 22-5700） 

21水 

市民相談 栗熊 ◯コ　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■飯 　午前9時～午後4時  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

23金 

市民相談　■市 　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■市 　午前9時～午後4時  
0歳児の広場（6か月まで）●ひ 　午前10時～11時半 

12月 

市民相談　■市 　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■市 　午前9時～午後4時  
人権相談　■市 　午前10時～午後3時 
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

14水 

市民相談　■市 　午前9時～午後4時  
交通事故相談　■市 　午前9時～午後4時 火 

3 土 
弁護士無料法律相談　●ひ 　（要予約 蘂24-8809） 17土 

10土 
24土 
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行政 
情報便 
行政 
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→月１日貅～平成23年3月31日貅■対出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届け出をする人■問市民課 蘂24-8810●人口動態職業・産業調査／厚生労働省の調査のため市民課の各種届け出の際に、職業の記入をお願いします。■時4→ 

　青ノ山墓地公園・城南共葬 
　墓地墳墓の募集方法が変わります 
■時4月1日貅から随時受け付け 

■対市内に住所か本籍があり、お墓が必
　要な人か市内のお墓を改葬する人 
■他①１世帯につき１か所限り（既に
　市営墓地を使用している人が同一
　世帯内にいる場合は不可）②管理
　料は3年分前納で、市外居住者の
　使用料は5割増し 
■申埋火葬許可証、埋葬証明書、本籍
　地記載の全世帯員の住民票（市内
　に住民票のない人の場合）、印鑑
　を環境課へ持参 
●青ノ山墓地公園芝生墳墓、天神・
高丸・宮ノ前・十三塚・安川墓地は、
随時受け付け。 
■問環境課 蘂24-8836 

　お堀にこいのぼり提供を 
　不用になったこいのぼりはありま
せんか。丸亀城の内堀に飾るのは、
4月中旬から約１か月。 
■申4月9日貊までに都市計画課 蘂24- 
　8843 

　こんぴら健脚大会参加者 
■時4月29日豢午前9時40分受け付け 
■所丸亀城大手門広場。コース＝15襭：
　丸亀城～サン・ビレッジ土器川（昼
　食）～高灯籠（琴平町）現地解散 
■料無料（帰りの交通費は自己負担） 
■他弁当、雨具など持参 
■申4月22日貅までに生涯学習課蘂
　24-1392  

　日本語教室受講生 
　市内在住または在勤外国人のため
の日本語教室（対象は大人のみ）。 
《水曜教室》 
■時4月～9月の毎週水曜午後7時～
　9時 
■所生涯学習センター3、4階 
■定１クラス20人 
■料6か月2000円 
《日曜教室》 
　個別またはグループで指導します。 
■時毎週日曜午前10時～正午 
■所生涯学習センター5階視聴覚教室 
■料1回100円 
■申国際交流協会 蘂56-1771 

 
 

　丸亀お城まつり協賛市民展覧会 
●絵画展 
■時5月1日貍～4日豢午前9時半～
　午後4時半 
■所資料館1階展示室 
●書道・生け花・服飾手芸など 
■時5月3日豢午前9時～午後5時、4
　日豢午前9時～午後4時 
■所市民会館、生涯学習センター 
●茶会 
■時5月4日豢午前9時～午後3時 
■所生涯学習センター、ひまわりセン
　ター 
■問丸亀市文化協会 蘂24-8822 

　図書館から 
●飯山図書館の開館時間を変更 
■時（平日）4月～9月：午前9時半
　～午後7時、10月～3月：午前9
　時半～午後6時、（土・日曜）午前
　9時半～午後5時 
■他4月から第2・4月曜も開館 
●移動図書館車の巡回日程表の案内 
　市ホームページ、中讃テレビデー
タ放送でご確認ください。また、日
程表は各コミュニティセンターにも
置いています。 
●おはなし会 
　中央＝4月24日貍午後3時 
　綾歌＝4月17日貍午後2時 

　飯山＝4月10日貍午後2時 
●１日図書館員になろう 
■時4月10日貍午前9時半～11時半 
■所中央図書館 
■対小学4年～6年生 
■定5人程度 
■申3月23日貂から中央図書館 蘂22-  
　3746 
●洋書絵本展 
■時4月23日貊～5月12日貉午前10
　時～午後5時 
■所中央図書館ロビー 
■問中央図書館 蘂22-3746、綾歌図
　書館 蘂86-5915、飯山図書館 蘂
　98-2666 

　エコ丸工房へ行こう 
《一般・親子向け講座》 
●牛乳パックで紙すき体験 
■時4月10日貍午前10時～11時半 
●自転車の点検修理体験 
■時4月11日豸午前10時～11時半 
●木工講座「組み木作り（動物）」 
■時4月18日豸午前9時半～11時半 
●古布講座「チューリップのペンダント」 
■時4月25日豸午前9時半～11時半 
■申クリントピア丸亀 蘂56-1144 

　児童館から 
●えいごであそぼ！ 
■時4月17日貍午前10時半～11時半 
■所市児童館遊戯室 
■対幼児・小学生 
■定20人 
■料無料 
■他中田真紀さん（講師） 
■申同館 蘂23-1091 
●こいのぼり作り 
■時4月24日貍、25日豸午後2時～3時 
■所市児童館 
■対幼児・小学生 
■定各10人 
■料無料 
■申同館 蘂23-1091 
●卓球教室 
■時5月8日貍午前10時～11時半（毎 
　月第2、4土曜） 
■所市児童館遊戯室 
■対小学1年～6年生 
■定15人 
■料600円（年間保険料） 
■申4月1日貅から30日貊までに、直
　接同館へ。 

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■料料金  
■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 

人　口 110,680人（－83） 
　男　  53,532人（－38） 
　女　  57,148人（－45） 
世帯数　42,682世帯（－33） 

市の動き（3月1日現在）前月比 

事　故  102件 

死　者  2人 

負傷者  125人 

交通事故（2月） 

救 急 出 動  354件 

火災の発生  2件 

 

救急・火災件数（2月） 4月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

１８ １９ 

とう ろう 

　東小川児童センターから 
●クリーン作戦 
　土器川周辺の清掃活動。 
■時4月10日貍  
　午前10時～ 
　正午 
■所水辺の楽校 
　周辺 
■対幼児・小学生と保護者 
■申同センター 蘂56-8778 
●いちご大福を作ろう 
■時4月24日貍午後1時半～3時 
■所同センター 
■対幼児・小学生 
■定10人 
■料100円 
■他エプロン・三角きん持参 
■申同センター 蘂56-8778 
 
 

　ごみ搬入が一部祝日も可能に 
　4月から一部の祝日にも、クリン
トピア丸亀へごみを持ち込めるよう
になります。ごみの分別や収集など
詳しくは、各家庭に配布している「平
成22年度ごみ収集カレンダー」で確
認を（市ホームページでも閲覧可）。 
■時4月29日豢、7月19日豢、9月20日
　豢、23日豢、10月11日豢、11月23
　日豢、12月23日豢、29日貉、30日貅、
　平成23年1月10日豢、2月11日豢、
　3月21日豢午後1時～午後4時 
■料10襭当たり100円の家庭ごみ（可
　燃、不燃、粗大） 
■他軽トラックを超えるごみは、クリ
　ーン課で搬入許可書の交付が必要。 
■問クリーン課 蘂58-7453 

　国民年金から 
●保険料免除申請はお早目に 
《学生の納付特例》 
　国民年金の納付が困難な学生は、
社会人になってから後払いができる
「学生納付特例制度」があります。
申請手続きは、5月末までに市民課
へ。また、前年度に承認済みの人も、
毎年度申請手続きが必要。 
《会社を退職した人は……》 
　60歳未満で社会保険から離脱した
人や配偶者は、国民年金の加入が必
要ですが、納付が困難な退職（失業）

者は、保険料免除の特例制度があり
ます（配偶者や世帯主などにより認
められない場合あり）。 
■問市民課 蘂24-8945 
　◯綾市民生活担当 蘂86-5510 
　◯飯市民生活担当 蘂98-7953 
●前納の勧め 
　国民年金保険料前納制度は、一定
期間分の保険料をまとめて前納する
と、割り引かれる制度です。4月上
旬に送付される納付案内書で、4月
30日貊までに納付を。 
■問日本年金機構善通寺年金事務所 
　蘂62-1660 

　税務課から 
●固定資産課税台帳閲覧 
■時4月1日貅～30日貊午前9時～午
　後5時（土、日曜、祝日は除く） 
■所税務課、◯綾、◯飯 
■対所有者本人（同居の家族を含む）、
　所有者の委任状を持参した人、所
　有者の納税管理人など 
■他期間中、固定資産課税台帳の写し
　を無料で交付。ただし、証明書が 
　必要な人は、１件につき350円で、
　印鑑持参（法人は法人印も必要）。 
●土地・家屋価格等縦覧帳簿 
■時4月1日貅～30日貊午前9時～午
　後5時（土、日曜、祝日は除く） 
■所税務課、◯綾、◯飯 
■問税務課 蘂24-8858、8859 
●平成23年度から 
　前納報奨金制度を廃止 
　固定資産税のみ適用の「全期前納
報奨金」を、平成23年度から廃止し
ます。ただし、前納の口座振替は継続
され、23年度から口座振替日が4月
30日です。期別納付に変更する人は、
22年度中に金融機関で手続きを。 
■問税務課 蘂24-8858、8859 

　予防接種を忘れずに 
●ポリオ予防接種の実施変更 
　平成22年度から、集団接種から市
内指定医療機関に変更します。春は
5月15日貍から6月15日貂まで。 
　詳しくは、広報5月号に掲載。 
●医療機関での予防接種 
　ＢＣＧ、3種混合（ジフテリア・
百日せき・破傷風）、麻しん・風し
ん混合（ＭＲ）、日本脳炎、2種混
合（ジフテリア・破傷風）の予防接

種が下記の医療機関で受けられます。 
　なお、中学1年生、高校3年生を対
象に、麻しん・風しん混合ワクチンの
予防接種を行っています。現在、小学
4年生以下の子は、年長児で接種した
2回目の接種で完了です。中学・高校
での接種はありません。年長児、小学
6年生、中学1年生、高校3年生の対
象者には、個別に予診票を送付します。 
■時4月1日貅～平成23年3月31日貅
■所《市内実施医療機関》麻田総合病院、 
今田病院、おかだ小児クリニック、小
山クリニック、整形外科・小児科安藤
医院、瀬戸内クリニック、辻松外科内
科医院、中山クリニック、にししょう小
児科・内科医院、ほそだこどもクリニ
ック、本島診療所、まつむら医院、丸亀
おのクリニック、三浦内科みちこ小児
科クリニック、もりもとこどもクリニック、
杢保小児科医院、おおくぼ内科医院、
ＢＣＧと三種混合を除く：三谷医院、Ｂ
ＣＧを除く：こうの内科クリニック、ま
つねクリニック、丸亀林病院、くすはら
整形外科・外科医院、楠原内科医院、
しげのぶ医院、和田内科医院、日本脳
炎とＢＣＧを除く：おおつか内科医院、
小林医院、中学1年生・高校3年生対
象の予防接種のみ実施協力医療機関：
大久保内科医院、厚仁病院、須　内科
医院、はやしクリニック、ふたご山クリ
ニック、大西内科循環器科医院、平川
クリニック、宮井内科医院、吉馴医院、
《県内広域予防接種協力医療機関》 
■料無料 
■他予診票（詳細を記入）、母子健康
　手帳、健康保険証を持参 
■問健康課 蘂24-8806 
《対象》丸亀市に住民票がある人 

（納期は4月1日～30日） 
固定資産税/1期分 

（納期は4月1日～23日） 
全期前納納期 

募 集  

催 し  
お 知らせ 

B C G

三種混合 

二種混合 

麻しん・風 
しん混合　 
（ＭＲ） 

生後6か月未満 

生後3か月以上９０か月 
未満 

・生後１２か月以上２４か 
　月未満 
・小学校就学前の年長児 

小学6年生 

生後３６か月以上９０か月 
未満 

日本脳炎 

（　　　　　　　） 生後3か月からの 
接種をお勧めします 

（　　　　　　　） 
残り3年間の時限措置 
として、中学1年生、高 
校3年生に相当する年 
齢に達する人 

※麻しん単抗
原ワクチン､
風しん単抗原
ワクチン接種
も可能 

墓地名称 区画面積 
4㎡ 
１０㎡ 
０.８１㎡ 
１.６２㎡ 

 

300,000円 
750,000円 
60,000円 
120,000円 

 

3,000円 
7,500円 
500円 
1,000円 

 

66 
8 
18 
90

永代使用料 管理料（年間） 募集数 種　類 

普通墳墓 

1区画  
2区画  

青ノ山 
墓地公園 

城　南 
共葬墓地 
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ＧⅢ女子リーグ第1戦（常滑） 
《場外発売、1貅～3貍はＢＰ丸亀・朝倉のみ》 
 4/1貅 2貊 3貍 4豸 5豺 6貂  
ＧⅠ京極賞開設58周年《ナイター》 
 4豸 5豺 6貂 7貉 8貅 9貊  
ＧⅠ大村58周年《場外発売》 
 7貉 8貅 9貊10貍11豸12豺  
オール女子戦（蒲郡） 
《ナイター場外、10貍～12豺はＢＰ丸亀・朝倉のみ》 
 10貍11豸12豺13貂14貉15貅  
四国・九州アイランドリーグ杯《ナイター》 
 13貂14貉15貅16貊17貍  

ＧⅠ第11回競艇名人戦（徳山）《場外発売》 
 13貂14貉15貅16貊17貍18豸  
ＧⅢ’10女子リーグ第2戦《ナイター》 
 20貂 21貉 22貅 23貊 24貍 25豸  
ＧⅡ第54回秩父宮妃記念杯（びわこ）《場外発売》 
 20貂 21貉 22貅 23貊 24貍 25豸  
安岐真人杯争奪瀬戸の大魔神大賞《ナイター》 
 28貉 29豢 30貊（～5/3豢） 
2010ラピートカップ（住之江）《場外発売》 
 28貉 29豢 30貊（～5/3豢） 

蘂22-5366資料館だより 

  

県
立
丸
亀
病
院
に 

児
童
・
思
春
期
外
来 

　
県
立
丸
亀
病
院
で
は
、
4
月
か
ら

専
門
の
医
師
・
繪
内
利
啓
医
学
博
士

に
よ
る
児
童
・
思
春
期
外
来
を
開
設
。

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
、
情
緒
や
行

動
障
害
、
若
年
性
統
合
失
調
症
な
ど

の
精
神
疾
患
を
専
門
的
に
診
療
。 

■時
毎
週
月
曜
午
前
8
時
半
〜
正
午 

■問
同
病
院
精
神
科
外
来
（
蘂
2
2
―

　
2
1
3
1
） 

  

国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
に 

シ
ル
バ
ー
料
金
を
導
入 

　
4
月
か
ら
６５
歳
以
上
の
入
園
料
が 

半
額
に
な
り
ま
す
。
入
園
時
に
年
齢

確
認
で
き
る
運
転
免
許
証
な
ど
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。 

新
料
金
＝
６５
歳
以
上
迯
2
0
0
円
、

　
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
2
千
円 

■問
同
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
（
蘂
7
9

　
―
1
7
0
0
） 

  

浄
化
槽
の
法
定
検
査 

　
浄
化
槽
は
毎
年
、
譖
香
川
県
浄
化

槽
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
法
定
検
査
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
査
は
、

保
守
点
検
や
清
掃
を
し
て
い
て
も
受

け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
対
象
者

に
は
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
検
案
内
を

郵
送
し
ま
す
。
良
好
な
水
環
境
保
全

の
た
め
、保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定

検
査
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
検
査
は
、
飯
山
地
区
5
月
、
旧
丸

亀
地
区
7
月
、綾
歌
地
区
8
月
で
す
。 

■問
同
セ
ン
タ
ー
（
蘂
0
8
7
―
8
8
 

　
1
―
6
6
0
0
）
か
県
中
讃
保
健

　
福
祉
事
務
所
環
境
管
理
室
（
蘂
2
 

　
4
―
9
9
6
6
） 

  

高
齢
運
転
者
等
専
用
駐
車
区
間
を
新
設 

　
4
月
１９
日
豺
か
ら
丸
亀
城
大
手
門

前
西
側
に
「
高
齢
運
転
者
等
専
用
駐

車
区
間
」
を
3
台
分
設
置
し
ま
す
。

駐
車
で
き
る
の
は
、
標
章
の
発
行
を

受
け
た
人
だ
け
で
す
。
申
請
は
、同

日
か
ら
丸
亀
警
察
署
で
。 

■対
７０
歳
以
上
の
運
転
者
、妊
婦
・
産
後

　
8
週
ま
で
の
人
ま
た
は
障
害
者
・

　
聴
覚
障
害
者
マ
ー
ク
対
象
の
人 

■問
丸
亀
警
察
署（
蘂
2
2
―
0
1
1
0
） 

  

ア
フ
リ
カ
に
毛
布
を
送
ろ
う 

　
昼
夜
の
温
度
差
が
あ
る
ア
フ
リ
カ

で
は
、
毛
布
１
枚
が
家
と
同
じ
役
割

を
し
ま
す
。
真
心
の
込
も
っ
た
毛
布

の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■申
5
月
３１
日
豺
ま
で
に
ア
フ
リ
カ
へ

　
毛
布
を
送
る
運
動
推
進
委
員
会（
蘂

　
2
2
―
7
6
3
6
） 

  

音
楽
情
報
サ
イ
ト
ト
ラ
ブ
ル 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
音
楽
の
有
料

配
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
音
楽
情

報
サ
イ
ト
の
利
用
者
が
、
心
当
た
り

の
な
い
代
金
の
請
求
を
受
け
た
と
い

う
情
報
が
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

請
求
書
の
明
細
な
ど
を
必
ず
確
認
し
、 

心
当
た
り
の
な
い
請
求
や
不
審
な
点

が
あ
れ
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会

社
や
サ
イ
ト
運
営
会
社
な
ど
の
関
係

事
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

国
家
公
務
員
採
用
試
験 

《
大
学
卒
業
等
程
度
》 

国
家
公
務
員
Ⅰ
種 

１
次
試
験
＝
5
月
2
日
豸 

■申
4
月
1
日
貅
〜
8
日
貅 

国
家
公
務
員
Ⅱ
種 

１
次
試
験
＝
6
月
２０
日
豸 

■申
4
月
１２
日
豺
〜
２１
日
貉 

国
税
専
門
官
、
労
働
基
準
監
督
官
、 

法
務
教
官 

１
次
試
験
＝
6
月
１３
日
豸 

■申
4
月
1
日
貅
〜
１４
日
貉 

《
高
等
学
校
卒
業
程
度
》 

海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
） 

１
次
試
験
＝
5
月
１６
日
豸 

■申
4
月
1
日
貅
〜
8
日
貅 

■問
人
事
院
四
国
事
務
局
（
蘂
0
8
7

　
―
8
3
1
―
4
7
6
5
） 

  

自
衛
官
採
用
試
験 

《
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
》 

１
次
試
験
＝
5
月
１５
日
貍
（
飛
行
要 

　
員
の
み
１６
日
豸
に
適
性
検
査
が
あ

　
り
ま
す
） 

■対
平
成
２３
年
4
月
１
日
現
在
２０
歳
以 

　
上
２６
歳
未
満
の
人
（
２２
歳
未
満
は 

　
大
卒
見
込
み
含
む
） 

■申
5
月
１０
日
豺
ま
で 

《
予
備
自
衛
官
補
一
般
・
技
能
》 

１
次
試
験
＝
一
般
迯
4
月
１７
日
貍
、 

　
技
能
：
4
月
１８
日
豸 

■対
一
般
迯
１８
歳
以
上
３４
歳
未
満
の
人
、

　
技
能
迯
１８
歳
以
上
で
国
家
免
許
資

　
格
な
ど
を
持
つ
人 

■申
4
月
9
日
貊
ま
で 

■問
自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所
（
蘂
2
 

　
3
―
6
4
2
0
） 

 

調
理
師
等
資
格
試
験 

《
調
理
技
術
審
査
、調
理
技
能
検
定
》 

実
技
試
験
＝
7
月
２４
日
貍
〜
8
月
２０ 

　
日
貊
の
指
定
す
る
日 

学
科
試
験
＝
7
月
３０
日
貊 

■申
4
月
5
日
豺
〜
5
月
7
日
貊 

■料
実
技
迯
1
8
8
0
0
円
、
学
科
迯

　
3
7
0
0
円 

■問
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー（
蘂
0
3

　
―
3
6
6
7
―
1
8
6
7
） 

    

第
１４
旅
団
創
隊
4
周
年
・
善
通
寺 

駐
屯
地
開
設
６０
周
年
イ
ベ
ン
ト 

■時
4
月
２５
日
豸
午
前
9
時
〜
午
後
3
時 

■所
陸
上
自
衛
隊
善
通
寺
駐
屯
地
（
善

　
通
寺
市
） 

■内
観
閲
式
、
訓
練
の
パ
ネ
ル
展
示
、

　
装
備
品
展
示
、 

　
戦
車
な
ど
の
体 

　
験
搭
乗
ほ
か 

■問
第
１４
旅
団
広
報 

　
班
（
蘂
6
2
― 

　
2
3
1
1
） 

  

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会 

■時
4
月
１５
日
貅
午
後
2
時
４０
分
〜
4

　
時
４０
分 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階 

■内
宇
多
津
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
倉
田
典
之

　
先
生
に
よ
る
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
講

　
演
、
療
養
相
談 

■料
無
料 

■問
Ｒ
Ａ
ほ
の
ぼ
の
会
・
松
田
さ
ん 

　
（
蘂
2
2
―
2
5
8
2
） 

  

新
み
た
か
ら
市 

■時
4
月
２４
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時 

■所
通
町
商
店
街
秋
寅
の
館
周
辺 

■内
映
画「
月
形
龍
之
介
の
水
戸
黄
門
」

　
上
映
、
子
ど
も
遊
び
教
室
、
フ
リ

　
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か 

■問
同
商
店
街
・
川
上
さ
ん
（
蘂
2
3

　
―
4
5
6
0
） 

    

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

丸
亀
第
4
団
入
団
説
明
会 

　
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の

野
外
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

■時
4
月
１１
日
豸
午
後
１
時
半 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
4
階 

■対
小
学
生
の
男
女 

■問
脇
さ
ん
（
蘂
2
3
―
3
7
4
3
） 

  

園
芸
講
習
会 

■時
4
月
２５
日
豸
午
前
9
時
半
〜
正
午

　（
午
前
の
会
）、
午
後
１
時
半
〜
4

　
時
（
午
後
の
会
） 

■所
坂
出
市
の
番
の
州
公
園
管
理
事
務
所 

■料
1
5
0
0
円
（
材
料
費
） 

■定
各
１５
人
（
申
込
順
） 

■内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
み
は
・
水
野
勤
さ
ん
に

　
よ
る
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
講
習

　
作
品
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。 

■申
住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電
話
、

　
午
前
か
午
後
を
明
記
し
4
月
１５
日

　
貅
ま
で
に（
薨
4
3
―
5
2
1
3
）で 

■問
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所
（
蘂

　
4
5
―
6
8
2
0
） 

  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｌ
Ｆ
丸
亀 

楽
し
い
サ
イ
エ
ン
ス
教
室 

　
「
見
て
」「
触
れ
て
」「
作
る
」
体

験
。
み
ん
な
で
驚
き
、
感
動
し
、
好

奇
心
や
探
究
心
を
養
い
ま
せ
ん
か
。 

■時
毎
月
第
2
・
4
土
曜
午
前
8
時
４５

　
分
〜
１０
時
半 

■所
Ｅ
Ｌ
Ｆ
丸
亀
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
津

　
森
町
） 

■内
理
科
実
験
、
工
作
ほ
か 

■料
月
千
円
（
入
会
金
3
千
円
） 

■問
同
事
務
局
・
丹
下
さ
ん
（
蘂
0
8
 

　
0
―
3
1
6
1
―
1
7
0
8
） 

  

平
成
２３
年
歌
会
始
・
詠
進
歌 

お
題
は
「
葉
」 

　
自
作
の
短
歌
で
１
人
１
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
習
字

用
の
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
縦
書
き

で
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
を
、
左

半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
生
年
月
日
、

職
業
を
毛
筆
で
自
書
。 

詠
進
の
期
限
＝
9
月
３０
日
貉
（
当
日

　
消
印
有
効
） 

あ
て
先
＝
〒
1
0
0
‐
8
1
1
1
宮
内
庁 

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え 

て
く
だ
さ
い
。 

  

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者 

■時
4
月
２５
日
豸
午
前
5
時
５０
分
、
市

　
民
会
館
前
集
合 

行
き
先
＝
後
山
（
岡
山
県
美
作
市
） 

■料
6
千
円 

■申
4
月
２１
日
貉
ま
で 

■問
し
わ
く
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
秋

　
山
さ
ん
（
蘂
2
2
―
2
9
6
8
） 

  「
か
め
市
」
出
店
者 

■時
毎
月
第
2
・
4
土
・
日
曜
午
前
9

　
時
〜
午
後
4
時 

■所
富
屋
町
・
本
町
商
店
街 

■内
催
し
物
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か 

■料
１
ブ
ー
ス
千
円 

■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
が
わ
サ
ン
サ
ン
倶

　
楽
部
（
蘂
8
6
―
3
1
6
2
） 

  

郡
家
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

竹
友
会
団
員 

■時
毎
週
月
・
土
曜
午
後
5
時
半
〜
7

　
時
半 

■所
郡
家
小
学
校
体
育
館 

■対
幼
児
か
ら
大
人
ま
で 

■他
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
て
く
だ
さ

　
る
人
も
募
集
中（
経
験
不
問
） 

■問
藤
本
さ
ん（
蘂
2
8
―
0
0
3
2
） 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■申
申
し
込
み  

■問
問
い
合
わ
せ 

■他
そ
の
他 

２０ ２１ 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

蘂23-4141 
（火曜日休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜日休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

ミカタノミカタ　絵を楽しむ１１のヒント 松竹特別公演「清＆直美」 米村でんじろうの 
おもしろサイエンスショー20104月１０日貍～7月4日豸（会期中無休） 

展示替休館：4月1日貅～9日貊 

◆おしゃべり鑑賞ツアー 
　おしゃべりすると、みえてくる？！ 
　少しにぎやかな鑑賞ツアーです。 

日　時＝4月１１日豸、１８日豸、２５日豸 
　　　　午後2時 
参加料＝無料（観覧券が必要） 
集　合＝美術館１階受付集合 

8月２２日豸 
①午後1時 
②午後6時 

5月9日豸 
①午後1時 
②午後3時半 

好評発売中 
4月3日貍 
から発売 

●入場料＝Ｓ７０００円、Ａ６０００円 
　　　　　Ｂ５０００円、Ｃ３０００円 
　　　　 　　　　　（全席指定） 

●入場料＝大人券２０００円 
　　　　　親子券２５００円 
　　　　　子供券１０００円 
　　　　 　　（全席自由） 

日　時＝午前9時半～午後4時半 
場　所＝資料館2階展示室 
入館無料  月曜日休館 
民具展示室＝団扇・食・住・運搬用具 

《常設展》「丸亀の歴史」 



 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　12日、26日、29日、30日 
●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　5日、12日、19日、26日、29日、30日 
●飯山図書館（蘂98-2666） 
　5日、19日、29日、30日 

村上康成 絵 
今江祥智 文 
　(文研出版) 
 

4月の休館日 
健
康
じ
ゅ
く
！ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
蘂
9
8
‐
7
9
5
5

　
介
護
が
必
要
に
な
る
一
番
の
き

っ
か
け
は
、
「
足
腰
の
衰
え
」
で

す
。
原
因
は
、
自
然
な
老
化
以
上

に
体
を
動
か
さ
な
い
こ
と
に
よ
る

機
能
・
筋
力
低
下
で
、
そ
の
結
果
、

転
倒
し
て
骨
折
し
た
り
、
体
が
衰

弱
し
て
生
活
に
悪
影
響
が
出
た
り

し
て
介
護
が
必
要
な
状
況
に
な
り

ま
す
。 

　
最
近
の
研
究
で
は
、
年
齢
に
関

係
な
く
活
発
に
体
を
動
か
す
こ
と

で
、
筋
力
が
回
復
・
向
上
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
期

こ
そ
積
極
的
に
体
を
動
か
し
、
身

体
機
能
の
維
持
や
向
上
、
回
復
の

た
め
の
運
動
が
必
要
で
す
。
毎
日
、

家
事
や
趣
味
な
ど
で
積
極
的
に
体

を
動
か
し
、
運
動
を
プ
ラ
ス
す
れ

ば
体
も
軽
く
な
り
、
心
も
弾
ん
で

き
ま
す
。
意
識
的
に
体
を
動
か
す

時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

《
高
齢
期
に
は
こ
ん
な
運
動
を
》 

蘆
有
酸
素
運
動 

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
よ
う
に
息
を

し
な
が
ら
行
う
運
動
で
、
心
肺
機

能
を
高
め
、
脳
を
活
性
化 

蘆
筋
肉
を
使
う
運
動 

　
自
分
の
体
重
や
ダ
ン
ベ
ル
な
ど

を
利
用
し
て
、
筋
肉
と
骨
を
強
化

　
高
齢
期
は
、
こ
の
２
種
類
を
組

み
合
わ
せ
た
運
動
が
効
果
的
で
す
。

運
動
の
前
後
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
で
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
も
お
忘
れ

な
く
。
介
護
予
防
は
元
気
な
う
ち

か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
予
防
の

各
種
運
動
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。 

２２ ２３ 

   

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

●
青
年
海
外
協
力
隊 

■対
5
月
１７
日
現
在
２０
〜
３９
歳
の
日
本

　
国
籍
を
持
つ
人 

■申
5
月
１７
日
豺
ま
で 

●
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

■対
5
月
１７
日
現
在
４０
〜
６９
歳
の
日
本

　
国
籍
を
持
つ
人 

■申
5
月
１７
日
豺
ま
で 

●
募
集
説
明
会 

■時
4
月
4
日
豸
午
後
2
時
、
２７
日
貂

　
午
後
6
時
半 

■場
ア
イ
パ
ル
香
川
（
高
松
市
） 

■問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
）
四
国 

　（
蘂
0
8
7
―
8
3
3
―
0
9
0
1
） 

  

平
成
２２
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

通
信
制
高
等
学
校
生
徒 

　
広
域
通
信
制
高
等
学
校
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
ま
ず
は
、無
料
の
案

内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。 

■問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
蘂
0
4
2
―
5
7
 

　
2
―
3
1
5
1
）
ま
た
は
案
内
書

　
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
薔
0
1
 

　
2
0
―
0
6
―
8
8
8
1
）
 

  

さ
ぬ
き
ラ
グ
ビ
ー
倶
楽
部 

ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル 

●
ち
び
っ
こ
ラ
ガ
ー
マ
ン 

■時
土
曜
午
後
3
時
、
日
曜
午
前
9
時
 

■所
土
器
川
河
川
敷
１５
番 

■対
幼
児
〜
中
学
生 

●
成
人
ラ
ガ
ー
マ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

■時
土
曜
午
後
2
時
、
日
曜
午
前
１１
時
 

■所
土
器
川
河
川
敷
１５
番 

■問
料
金
な
ど
詳
し
く
は
、
同
倶
楽
部

　
事
務
局
・
善
紀
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
蘂

　
3
2
―
7
1
7
1
） 

  

丸
亀
ア
グ
リ
塾 

夏
・
果
菜
コ
ー
ス
受
講
生 

■時
4
月
下
旬
〜
7
月
中
旬
（
講
義
5

　
回
、
実
習
6
回
） 

■所
Ｊ
Ａ
丸
亀
農
業
セ
ン
タ
ー
、
飯
野

　
実
習
ほ
場 

■定
４０
人 

■申
4
月
１４
日
貉
ま
で 

■料
6
千
円（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
必
要
） 

■問
Ｊ
Ａ
丸
亀
農
業
セ
ン
タ
ー
（
蘂
2
 

　
2
―
4
2
8
5
） 

  

楽
し
く
い
い
汗
か
い
て
み
ま
せ
ん
か 

《
健
康
の
ん
び
り
体
操
教
室
》 

■時
4
月
１４
日
か
ら
6
月
２３
日
ま
で
の

　
毎
週
水
曜
午
前
9
時
半
〜
１１
時 

《
ボ
デ
ィ
ケ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
》 

■時
4
月
9
日
か
ら
6
月
２５
日
ま
で
の

　
毎
週
金
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時

　
４５
分 

《
ヨ
ガ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
》 

■時
4
月
１０
日
か
ら
6
月
１９
日
ま
で
の

　
毎
週
土
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時

　
４５
分 

■他
各
教
室
と
も
、
飯
山
総
合
運
動
公

　
園
体
育
館
で
。
参
加
料
必
要
。 

■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
飯

　
山
（
蘂
9
8
―
6
8
0
0
） 

  

丸
亀
Ｆ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
教
室 

■時
4
月
〜
9
月
の
毎
週
日
曜
午
前
9

　
時
〜
１１
時 

■所
土
器
川
河
川
敷
サ
ッ
カ
ー
場 

■対
小
学
１
〜
3
年
生 

■料
3
千
円
（
6
か
月
分
・
保
険
料
を

　
含
む
） 

■問
丸
亀
Ｆ
Ｃ
池
内
さ
ん
（
蘂
0
9
0

　
―
8
6
9
7
―
0
0
9
8
） 

  

譛
国
際
青
少
年
研
修
協
会 

歩
い
て
巡
る
野
宿
の
旅
参
加
者 

■時
5
月
１
日
貍
〜
5
日
豢 

■所
京
都
駅
〜
天
橋
立（
京
都
府
宮
津
市
） 

■対
小
学
3
年
〜
中
学
3
年
生 

■内
野
宿
体
験
、世
界
文
化
遺
産
見
学
、 

　
宿
坊
体
験
、
伝
統
文
化
体
験
ほ
か 

■料
出
発
地
に
よ
り
異
な
る 

■定
１５
人
（
申
込
順
） 

■申
4
月
9
日
貊
ま
で
に
同
協
会
（
蘂

　
0
3
―
6
4
5
9
―
4
6
6
1
） 

  

市
民
会
館
・
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
の
教
室 

《
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
》 

　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ
、

ウ
ク
レ
レ
、
足
も
み
健
康
教
室
な
ど

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
有
料
。 

■申
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

《
パ
ソ
コ
ン
教
室
》 

　
初
心
者
向
け
コ
ー
ス
、
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
、
求
職
者
向
け
コ
ー
ス
な

ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
有
料
。 

■申
受
付
セ
ン
タ
ー
（
蘂
0
5
0
―
8
 

　
8
0
5
―
3
3
9
1
） 

  

実
習
船
「
香
川
丸
」
体
験
乗
船 

●
成
人
対
象
体
験
乗
船 

■時
6
月
２６
日
貍
午
前
8
時
４５
分
〜
午

　
後
0
時
半 

■定
２５
人
（
申
込
順
） 

●
小
学
3
年
生
以
上
の
児
童
１
人
と

　
保
護
者
対
象
体
験
乗
船 

■時
6
月
２７
日
豸
午
前
8
時
４５
分
〜
午

　
後
0
時
半 

■定
２５
組
（
申
込
順
） 

■所
多
度
津
町
東
港
岸
壁 

■料
3
0
0
円（
教
材
費
、傷
害
保
険
） 

■申
4
月
１２
日
豺
〜
5
月
２１
日
貊 

■問
県
立
多
度
津
高
等
学
校
（
蘂
3
3

　
―
2
1
3
1
） 

  

サ
イ
ク
リ
ン
グ
参
加
者 

■時
4
月
１１
日
豸
午
前
8
時
半
、
市
役

　
所
前
集
合 

行
き
先
＝
朝
日
山
森
林
公
園
（
三
豊

　
市
） 

■他
手
袋
、
帽
子
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

　
持
参
。
昼
食
は
う
ど
ん
屋
な
ど
で 

■問
丸
亀
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
・
山
下

　
さ
ん
（
蘂
2
2
―
3
6
6
0
） 

今月のテーマ 

今
の
元
気
を
い
つ
ま
で
も 

　
　
　
〜
介
護
予
防
に
取
り
組
も
う
〜 

介護予防の運動教室ご案内 
①ころばんぞぉ～教室 
　（転倒予防のための立位運動） 
②からだ楽らく教室 
　（いすに座っての運動） 
※自分の体に合わせてどちらか 
に参加を 
対象＝65歳以上 
場所＝ひまわりセンター、飯山
総合保健福祉センター、栗熊コ
ミュニティセンター 
料金＝無料 
申し込み＝不要 
その他＝タオル、飲み物持参。 
介護予防体操教室も 
実施。 
　内容など詳しく 
は、地域包括支援 
センターへ。 

　アフリカで、しまのないふたごの
シマウマが生まれた。仲間はずれに
されても、ふたりは平気。昼は真っ
白な兄が光にまぎれ、夜は真っ黒な
弟が闇にかくれて、おにごっこがで
きるから。そんなある日、仲間がラ
イオンにおそわれ……。 

『おにごっこ 
　　　　だいすき』 
 

梶尾真治 著 
　（平凡社） 

　不思議な記憶の研究所「メモリー・
ラボ」を舞台に繰り広げられる、思
いっきりスイートで、ちょっぴりビ
ターな「愛の記憶」の物語。「おもい
でが融ける前に」も併録。 

『メモリー・ラボへ 
　　　　ようこそ』 

高野澄 解説 
(新人物従来社)

　義経の跳躍、信玄・謙信の一騎打ち、
赤穂浪士の切腹、白虎隊の自刃……。
日本史の名場面を描いた絵画史料、
絵巻、屏風などを中心に紹介し、そ
の場面に関する歴史的背景や史実な
どを解説。 

『原色再現日本史の 
　　　　　名場面』 

こう ろう 

びょう ぶ 

し じ じん あ 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 

宮野宮野病院病院 

みやの外来外来クリニック 

丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171

TEL25-2444

http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・透析内科 
　漢方内科・リハビリテーション科・人工透析 

■内科（一般内科診療全般受け賜ります） 

看護師 
募集中 

関連 
施設 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 



　
丸
亀
を
出
た
の
が
、
高
校
を
卒
業

し
た
昭
和
37
年
春
で
し
た
。
大
阪
で

就
職
し
ま
し
た
が
、
そ
の
年
の
11
月
、

東
京
の
警
視
庁
に
入
り
ま
し
た
。
44

年
、
小
笠
原
に
派
遣
さ
れ
、
海
の
美

し
さ
に
感
激
し
、
47
年
に
警
視
庁
を

退
職
、
小
笠
原
に
住
み
着
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

　
思
え
ば
瀬
戸
内
海
も
き
れ
い
な
海

で
、そ
れ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、こ
こ
に
住

み
着
い
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
小
笠

原
は
東
京
か
ら
１
０
０
０
誅
南
に
あ

り
、船
で
25
時
間
半
か
か
り
、飛
行
機

は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
間
平
均
気
温
が

23
度
と
温
暖
な
気
候
で
、
人
口
２
５

０
０
人
弱
の
小
さ
な
島
で
す
。
１
月

か
ら
５
月
ま
で
の
間
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
が
出
産
、子
育
て
、交
尾
の
た
め
に

や
っ
て
来
ま
す
。太
平
洋
で
は
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
・
ハ
ワ
イ
・
小
笠
原
の
海
域

に
し
か
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
小
笠

原
は
ク
ジ
ラ
に
と
っ
て
、
住
み
や
す

い
自
然
に
恵
ま
れ
た
海
域
な
の
で
す
。 

　
丸
亀
も
気
候
に
恵
ま
れ
た
温
暖
な

地
域
で
す
。
だ
か
ら
塩
田
や
た
め
池

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
時
代
の
移
り

変
わ
り
で
そ
れ
ら
も
少
し
ず
つ
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
良
い
悪
い
は
別
に

し
て
、我
々
、ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
い

る
者
に
は
少
し
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。 

　
昨
年
、
久
し
ぶ
り
に
帰
郷
し
ま
し

た
が
、
か
つ
て
と
て
も
に
ぎ
や
か
だ

っ
た
通
町
や
富
屋
町
は
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
閉
ま
っ
た
店
が
多
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。子
ど
も
の
こ
ろ
、飯
野
山
で
カ

ブ
ト
ム
シ
を
捕
っ
た
こ
と
や
お
城
の

坂
道
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
こ
と

を
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
し
た
。 

　
一
昨
年
４
月
、丸
亀
商
高（
現
丸
亀

城
西
高
）
の
同
窓
生
14
人
が
小
笠
原

で
同
窓
会
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。

何
十
時
間
も
か
け
来
て
く
れ
た
こ
と

に
涙
が
出
る
ほ
ど
う
れ
し
く
、
ま
た

楽
し
い
数
日
間
で
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
時
代
が
移
り

変
わ
り
ま
す
が
、
新
し
い
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
丸
亀
、
昔
の
よ
き
面
影
を

残
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
若
人
が

多
く
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

２４ 
四国新聞販売㈱に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（薔0120-494459）までご連絡ください。 
※城乾コミュニティ地区は同センター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 

●
編
集
と
発
行
　
丸
亀
市
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所
総
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部
秘
書
広
報
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

藤　目　昌　子ち
ゃ
ん 

ふじ め たか はし こ まさ 

（H20.9.1生） 
城東町2丁目 

花 便 り 今月の見ごろ今月の見ごろ 今月の見ごろ 

募
集 

★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
を
紹 

　
介
し
ま
す
！ 

★
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
報 

　
課
蘂
2
4
―
8
8
0
0
へ 

南
の
島
よ
り
ふ
る
さ
と
を
思
う 

古
賀
　
昭
仁
さ
ん
（
６６
） 

東京都小笠原村で
ダイビングセンター
を経営。浜町出身 

滑り台が大好き。 
元気で大きくなってね！ 

た ゆう 

（H20.10.20生） 
綾歌町富熊 

弟ができました。優しい
お兄ちゃんになってね！ 

　　橋　勇　太ち
ゃ
ん 

サ
ト
ザ
ク
ラ
（
通
称
迯
八
重
桜
、ぼ
た
ん
桜
） 

　
4
月
中
旬
、
丸
亀
城
大
手
門
前
の
南
北

の
通
り
を
ピ
ン
ク
に
彩
る
。
１
本
だ
け
、

緑
色
の
花
を
咲
か
せ
る
木
が
あ
る
と
か
。 


